
表現リズム遊び・リズムダンス・現代的なリズムのダンスにおける 
現状と課題

─学習指導要領に導入されてからの文献を対象に─

大西　祐司1）　三田　沙織2）　岡出　美則3）

A Study on the Current State and Issues of Rhythm Play, 

Rhythmic Dance and Contemporary Rhythmic Dance: Literature 

Review from 1998 to 2014

Yuji OHNISHI  Saori MITA  Yoshinori OKADE

１）スポーツ学科　　２）筑波大学大学院　　３）筑波大学

Abstract

　The purpose of this study was to identify the current state and issues of rhythmic dance; 

rhythm play, rhythmic dance and contemporary rhythmic dance. To achieve this objective, we 

set the following two tasks: 

1) identify the comprehensive outcomes of research of the practical studies of rhythmic dance,

2) show the characteristics of the content knowledge and teaching materials of rhythmic 

dance.

　We collected and took counted literature that included general and specific academic papers 

and books based on rhythmic dance. we also categorized them by practical study, theoretical 

study, fundamental study and made summary tables. Then we revealed characteristics based 

on descriptive content. 

　The findings of this study were as follows: 

1) There were a lot of studies from various positions but outcomes of studies were almost not 

verified. 

2) There were three characteristics of the content knowledge and teaching materials of 

rhythmic dance: teachers instruct movements and choreographies, students arrange and 

create movements and choreographies from what they learned, then students do an 

improvisation. 

　In consideration of content knowledge, there were differences in how we capture the 

features of cultural heritage dance.

　Key words：�Rhythmic dance, content knowledge, movements and choreographies, 

improvisation
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１．問題の所在

　平成10，11年改訂の体育科及び保健体育科

学習指導要領（以下，体育科と略す）より，

ダンス領域に「創作ダンス（小学校では表

現）」，「フォークダンス」に加え，「リズムダ

ンス（小学校）」，「現代的なリズムのダンス

（中学校・高等学校）」が導入された（以下，

これらを総称しリズム系ダンスとする）．導

入前から既に学校現場で多くの実践がみられ

たこと，社会におけるリズム系ダンスに対す

る関心が高かったことが，導入の理由である

（松本・村田, 2004）．その結果，ダンス教育

への間口は拡大され（村田, 2008），ダンス領

域内の種目の採択状況をみても，他の種目に

比べその実施率は高い（中村, 2009）．加え

て，平成23年改訂の中学校学習指導要領より

中学校第１学年及び第２学年のダンス領域が

必修化されたことを踏まえれば，ダンス教育

全体でみても社会的な関心は大きい．

　しかしその一方で，リズム系ダンスの授業

に関する課題が報告されている．例えば，教

師の一斉指導による振り付けを教え込む指導

（中村・浦井, 2005; 三木・川口, 2003）やメデ

ィアで見受けられる既存のステップを教師の

指導なく学習者に模倣させる指導（中村, 

2013），そもそもリズム系ダンスの指導内容

が錯綜しているという指摘である（中村, 

2013）．では，リズム系ダンスの授業が抱え

る諸問題に対して研究者はどのような提案を

してきたのだろうか．

　村田・松本（2004）は，文献の選定範囲を

明記していないもののリズム系ダンスの先行

研究をまとめ，実践報告については模索中あ

ることを指摘している．相馬（2011）は，1999

年から2009年の雑誌「体育科教育」の掲載に

は，表現・創作ダンスに比べ，フォークダン

ス及びリズムダンス・現代的なリズムのダン

スの指導資料が相対的に少なく，中学校，高

等学校の現代的なリズムのダンスに関わる授

業実践の報告はみられなかったことを指摘し

ている．三木ら（2003）もリズム系ダンスに

関する研究成果が乏しいことを指摘している．

　以上を踏まえれば，リズム系ダンスの課題

は多様に示されているものの，これまでのリ

ズム系ダンスの研究成果をもとに検討されて

いるわけではなく，とりわけ実践的研究につ

いてはほとんど俎上に載せられていない．改

めてリズム系ダンスの実践的研究の成果から

現状と課題を包括的に確認する必要がある．

２．目的

　そこで本研究は，リズム系ダンス（表現リ

ズム遊び，リズムダンス，現代的なリズムの

ダンス）の実践的研究の成果から現状と課題

を明らかにすることを目的とする．目的達成

のため下記２つの課題を設定した．

　①リズム系ダンスの研究及びその成果を包

括的に確認する．

　②リズム系ダンスの指導内容及び教材の特

徴を検討する．

３．方法

　散在するリズム系ダンスの研究成果を統合

することが可能となる文献レビューを用いる．

3-1．文献の収集方法

3-1-1．対象とする文献の期間

　平成10年改訂の学習指導要領からダンス領

域に表現リズム，リズムダンス，現代的なリ

ズムのダンスが加わったため，平成10（1998）

年から2014年までとする．

3-1-2．選定基準

　論文注1），機関誌は学校体育及びダンス教育

を取り扱うものを対象とし（表１），タイトル

に「リズム」の記載のあるものをキーワード

検索し入手した．表１の文献に加え，学術情

報ナビゲータCiNiiでも収集を行った．

　検索した文献から小学校，中学校，並びに

高等学校の体育授業を想定していること，ダ

ンス領域であることを確認し，文献を精選し

た．体つくり運動の領域や行事での取り扱い
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と区別するためである．

　また書籍の場合，ダンス領域でまとめて収

録されているため，タイトルに領域名である

「表現運動」「ダンス」もしくは種目を表す

「リズム」の記載があるものを検索し，その中

からリズム系ダンスに該当する箇所を抜粋し

入手した．

　学会抄録は，研究内容を詳細に確認できな

いため対象から除外した．

3-1-3．収集期間

　2015年４月10日〜2015年６月19日 

表1．対象とする文献

論文 機関誌

体育学研究 体育科教育

体育科教育学研究 学校体育

日本女子体育連盟紀要及
び学術研究

体育の科学

日本スポーツ教育学研究 女子体育

比較舞踊研究
たのしい体育・ 
スポーツ

舞踊學 体育授業研究

3-2．分析方法

　リズム系ダンスの論文，機関誌，書籍の文

献数を集計する．

　体育科教育の３つの研究分類，①授業研究

（実践的研究），②授業づくり研究（理論的研

究），③授業の基礎的研究（体育科教育の基礎

や条件に関する研究）（高橋, 1987）をもと

に，論文及び機関誌の実践的研究の文献数を

確認し，現状を把握する．文献の収集には，

リズム系ダンスの知見を幅広く取り入れるた

め教材や指導法の提案といった実践報告から

体系立てられている研究までを含め実践的研

究とした．

　論文及び機関誌の実践的研究から，指導内

容及び教材に関する要約表を作成し，それら

の記述内容の特徴を検討する．本文中，収集

された文献から引用する場合は，表２. リズ

ム系ダンスの書籍一覧，表３. リズム系ダン

スの論文要約表，表４. リズム系ダンスの学

術雑誌要約表の通し番号を示すIDを用いて

表記した．また表中の該当箇所には下線を付

記している．

４．結果と考察

4-1．リズム系ダンスの包括的な研究成果

　収集されたリズム系ダンスの論文，機関

誌，並びに書籍の文献の詳細は表２，３，４の

通りである．文献の総数及び実践的研究の文

献数は表５の通りであった．表５からは先行

研究で指摘されていたリズム系ダンスの研

究，特に実践的研究があまりみられなかった

という指摘に対し，文献数が72件みられたこ

とは，リズム系ダンスの実践的研究が精力的

に取り組まれていることが見受けられる．機

関誌及び書籍による報告が数多くみられたこ

とは，研究者のみならず現場教員や民間団体

の尽力もみてとれる．

　一方，実践の成果にまで言及した文献は

表５の通り多いとはいえない．詳述すれば，

クラス全体や抽出児の動きの分析やアンケー

ト，観察から単元の位置づけや課題を明らか

にしようとするもの（ID: 23, 24, 26, 32），組

織的観察法（ID: 64, 23），並びに学習者に対

する意識調査を単元前後に行う研究（ID: 26, 

28, 31, 34, 64）は点在しているが，目標に対

し授業の成果がどの程度得られたのかを明ら

かにしているものは確認できない．

　もちろん文献として報告されるということ

は実践者もしくは報告者の見とりの範囲で授

業の成果が十分上がっていることは推察され

るが，客観的な指標を用いて成果が認められ

ない点では信頼性に欠ける．体育科の説明責

任ないし結果責任が厳しく問われる昨今にお

いては，実践的研究の成果，とりわけ設定し

た目標に対応した授業の成果の検証を見据え

た研究デザインによる実践及び報告が期待さ

れる．
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表5．リズム系ダンスの文献と実践的研究の成果

文献 実践的研究の成果

論文 11 7

機関誌 39 2

書籍 22 ─

小計 72 9

4-2．リズム系ダンスの実践的研究の特徴

　指導内容及び教材注2）には大きく３つの特

徴がみられた．１つめは既存の動きや振り付

けを取り上げるものである（ID: 23, 28, 29, 

31, 34, 36, 38, 40, 41, 45, 49-54, 59-64, 67, 

70）．例えば，ボックスステップやランニン

グマン，教師が予め準備している振り付け，

エアロビクスのステップを用いて指導するケ

ースである．２つめは，即興的で自由な動き

や振り付けを取り上げるものである（ID: 23, 

26, 29, 31, 32, 38, 40, 41, 44, 50, 52, 56-58, 60, 

61, 64, 65, 69-71）．３つめは，既存の動きや

振り付けを工夫したり創作したりするもので

ある（ID: 31, 32, 34, 36, 38, 40, 44, 49, 53-55, 

58, 59, 61, 64, 65, 67, 68, 70）．例えば，ケン・

パーに空間や時間の要素を加え創作して踊る

もの，教師が予め準備しておいた振り付けの

中に学習者が自由に踊ってよい部分を設けて

いるものである．

　これら３つの立場の間には，意見の対立が

みられる．既存の動きや振り付けを取り上げ

る立場は，創作ダンスに比べステップや技，

型など，覚えることが明確なので教えやす

く，学びやすいと指摘する一方で（萩, 2013; 

菊地, 2013），自由な動きや振り付けをよしと

する立場は，ステップを習い覚えて踊った

り，そろえて踊る練習に時間をかけたりする

のではないという（文部科学省, 2013）．

　学習指導要領に立ち返れば，例えば中学校

第１学年及び第２学年の技能は「リズムの特

徴をとらえ，変化のある動きを組み合わせ

て，リズムに乗って全身で踊ること」と記述

されている．したがって，３つの立場はこの

指導内容の範疇に納まり，あくまで先の意見

の相違は指導内容及び教材の是非を問うもの

ではなく，立場によって学習指導要領の解釈

が異なるというところにとどまる．ただし，

高等学校入学年次以降の技能で初めて「リズ

ムの特徴を強調して全身で自由
4 4

に踊ったり」

（傍点は筆者加筆）と「自由」に関する記載が

みられることから，自由に踊ることは高等学

校入学年次以降に求められる高度な技能であ

ると推定される．この解釈を学習の順序性に

加味すれば，高等学校入学年次までは「自

由」に踊ることは難しいといえるだろう．

　他方で，文部科学省から出版されている学

習指導要領解説（文部科学省, 2008）や指導の

手引き（文部科学省, 2013）は，高等学校入学

年次以前にも自由な動きや振り付けを推奨す

る傾向にある．このことは「自由」の考え方

において，自由な動きができるようになると

いう技能を指すのか，それとも自由な動きを

通して指導内容を習得させるという教材もし

くは指導方法を指すのかといった交錯もみら

れる．同時に，これまで創作ダンスの指導に

関して自由であるため指導が難しい（原田, 

2002; 伊藤ら, 2000）という指摘がなされてき

たことを鑑みれば，リズム系ダンスの指導に

おいても，「自由」に踊らせることは現場では

嫌厭され，既存の動きを扱う実践がみられる

のではないだろうか．ではこのような特徴の

違いは何に求めることができようか．

　そのひとつに指導内容を検討する際は，素

材としての運動文化財に目を向ける必要があ

る．冒頭で述べた通り，リズム系ダンスがダ

ンス領域の一種目として導入された背景とし

てリズム系ダンスに対する社会の関心の高さ

があげられる．つまり，社会の関心が集まっ

ているリズム系ダンスがその源流と考えら

れ，ヒップホップやメディアでよく目にする

ダンスというには異論の余地はないと思われ

る．しかし，このダンスのどの点に着目する

かにより指導内容及び教材については違いが

生じると考える．リズム系ダンスの運動文化

財には次の３つの解釈が考えられる．
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　１つめは，ヒップホップやメディアでよく

目にするダンスを予め創作された振り付けと

捉え，ダンサーがそれを再現していると解釈

する立場．この考えに依拠すればリズム系ダ

ンスは音楽に合わせて既存の動きや振り付け

を模倣して踊ることが指導内容と捉えられる．

　２つめは，ボックスステップやランニング

マンといった既存のステップや動きを習得

し，それらを組み合わせて踊っていると解釈

する立場．この考えに依拠すれば，学習者は

一定の動きの習得を先の学習とし，後にそれ

らにアレンジを加えたり，組み合わせたりし

て創作する学習へと発展することになる．も

しくは，既存の動きをもとに音楽に合わせて

動きを自由に選択したり，並べ替えたり，組

み合わせたりして即興的に踊ることも可能に

なる．

　３つめは，ヒップホップのルーツをアフリ

カの黒人ダンスにまで遡り，ドラムのビート

に合わせた即興的な踊り（七類, 2010）やヒッ

プホップのバトルという形式による即興的な

踊りと解釈する立場．この考えに依拠すれ

ば，学習者がこれまでの生活や学習の中で体

得している動きのレパートリーを手がかり

に，動きをほとんど指導することなく，音楽

にのって自由に踊ることが期待される．

　いずれにしても学習指導要領内の指導内容

の範疇である限り，現時点ではこれらの解釈

に正否はつけられない．細川（2014）が指摘

するように「（現代的なリズムのダンスの）指

導法を検討するにあたっては，やはりヒップ

ホップダンス等リズム系のダンスについてそ

の歴史や文化，踊りの意味を我々はもっと学

んでいかなければならない（括弧内は筆者加

筆）」し，授業の質保証に向けてはまずはリズ

ム系ダンスの学習成果に関するエビデンスを

蓄積した上で議論が進める必要がある．ただ

し，どの解釈においても音楽の拍やリズムに

合わせて動きを行うことが求められる．リズ

ムにのることには段階があるとの指摘を踏ま

えれば（宮本, 2011），教師はどのような動き

を指導するかだけでなく，その動きをどのよ

うにリズムにのせることができるのかについ

ても指導する必要があるだろう．

５．結論

　以上を踏まえ，本研究では次のことが明ら

かとなった．

　リズム系ダンスに関する実践的研究はさま

ざまな立場から数多くの提案がみられる一方

で，その成果はあまり検証されていなかっ

た．指導内容及び教材には３つの特徴がみら

れた．１）既存の動きや振り付け，２）既存

から工夫や創作，３）自由な動き，を扱うも

のである．ここでは指導内容を検討する際，

運動文化財を何に求めるかにより相違がみら

れた．

６．今後の検討課題

　本研究ではリズム系ダンスの文献を包括的

に確認し，指導内容及び教材の内実から現状

と課題についてまとめることができた．

　文献を確認する過程では，リズム系ダンス

が一単元を構成するのではなく，創作ダンス

の部分的な「教材」として用いられたり，一

授業の導入として扱われたりする実践がみら

れた（ID: 22注3）, 56）．同様に，創作ダンスの

実践的研究からも報告はみられる（小林ら, 

2013; 佐藤, 2012; 浮田ら, 2013; 山岡・小田部, 

2000）．このことは，三木ら（2003）がリズム

系ダンスを「ダンスの授業の単元の中で『創

作ダンス』と関連づけて活動できる拡張性を

持っており，ダンス授業における学習内容と

して有用性の高いものである」と指摘するよ

うに，リズム系ダンスの位置づけをダンス領

域の他の種目との関係の中でみていく必要性

を示唆している．なぜなら，リズム系ダンス

は現場で既に実践がみられたことが導入の一

因にあげられるが，種目として確立された後

も学習者の興味関心を引くための創作ダンス

の導入教材や単元を部分的に構成することに

終止するのであれば，わざわざ種目として確
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立された意味が見いだせないためである．

　ダンス教育の間口を広げる役目を終えたリ

ズム系ダンスが種目として確立された意義を

改めて検討する必要がある．今後の課題とし

たい．

注
注1）論文を選定する際の分類基準として，日本

学 術 会 議HP（http://www.scj.go.jp/ja/info/

link/link_touroku_ha.html）より，日本学術会

議協力学術研究団体であることを確認し収集

した．

注2）本来，指導内容（学習内容）と教材は，学

習者に習得させたい内容（教師が指導すべき内

容）とその習得のための手段や教授，直接的な

学習活動となるもとして，明確に区別される

べきものである（岩田, 1994）．しかし，本論で

は対象とした文献において明確に分けて表記

されていなかったことから合わせて表記して

いる．また本論では，教材の概念を教材の構

成や学習過程の展開，発問や教具，学習形態ま

でをも含む広義の意味で用いている．

注3）具体的には佐藤（2003, pp. 82-85），牛山

（2003, pp. 86-89）である．
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ID
著
者

年
タ
イ
ト
ル

掲
載
機
関

ペ
ー
ジ
数

分
類

対
象

目
標
／
内
容

教
材
／
方
法

成
果

23
西
村
依
子
・

川
口
千
代

20
05
表
現
運
動
の
学
習
指
導
に
関
す
る
研
究
 「
表
現
」
と
「
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
」
の
指
導
の
在
り
方
を
中
心
に

京
都
女
子
大
学
発

達
教
育
学
部
紀
要
1:
 1
05
-

11
7

実
践
的
研
究

小
学
校
2年
生

記
載
な
し

授
業
A

①
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
「
In
 th
e 
Na
vy
」
を
踊
る
．
②
も
う
一
度
「
In
 th
e

Na
vy
」
を
踊
る
．
そ
の
際
，
ス
キ
ッ
プ
の
部
分
を
自
由
な
動
き
で
移
動
す

る
．
③
遊
園
地
の
乗
り
物
に
つ
い
て
話
し
合
う
．
④
遊
園
地
の
乗
り
物
に

な
っ
て
自
由
に
動
く
．
⑤
工
夫
し
た
点
を
話
し
合
う
．
⑥
1回
目
よ
り
も
工

夫
し
て
踊
る
．

授
業
B

①
遊
園
地
の
乗
り
物
に
つ
い
て
話
し
合
う
．
②
遊
園
地
の
乗
り
物
に
な
っ

て
踊
る
．
③
生
活
班
（
4人
）
に
わ
か
れ
，
グ
ル
ー
プ
で
踊
る
も
の
を
決
め

る
．
④
グ
ル
ー
プ
で
踊
り
を
練
習
す
る
．
⑤
お
話
を
つ
く
る
．
⑥
創
っ
た
お

話
を
グ
ル
ー
プ
で
踊
る
．
⑦
発
表
す
る
．

研
究
目
的

「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
」
を
「
表
現
」
の
授
業
の
導
入
段
階
に
取
り
入
れ
た
授

業
（
A）
と
「
表
現
」
の
み
の
授
業
（
B）
を
比
較
し
，
各
授
業
に
お
け
る

児
童
の
表
現
の
特
徴
を
捉
え
，
「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
」
の
単
元
の
取
り
扱
い

を
検
討
す
る
こ
と

研
究
方
法

AB
の
授
業
を
1時
間
単
位
の
授
業
で
計
画
，
実
施
し
た
．
2台
の
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
を
用
い
て
1台
は
ク
ラ
ス
全
体
を
，
も
う
１
台
は
抽
出
児
を
撮
影
し

た
．
自
己
評
価
表
，
形
成
的
授
業
評
価
票
，
期
間
記
録
法
を
用
い
て
デ
ー

タ
を
収
集
し
た
．

ま
と
め

AB
の
ど
ち
ら
の
授
業
で
も
抽
出
児
は
1時
間
の
授
業
中
に
創
作
し
た
動
き

に
発
展
性
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
，
「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
」
を
授
業
の
導
入

段
階
で
行
っ
て
も
，
行
わ
な
く
て
も
「
表
現
」
の
授
業
の
中
で
，
児
童
は

個
々
に
動
き
を
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
．

24
土
井
涼
子
・

川
口
千
代

20
07
「
表
現
運
動
」
領
域
に
お
け
る
動
き
の
内
容
別
比
較
研
究
 -

「
表
現
」
と
「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
」
を
事
例
に

京
都
女
子
大
学
発

達
教
育
学
部
紀
要
3:
 6
5-
75

実
践
的
研
究

小
学
校
2年
生

小
学
校
3年
生

表
現
リ
ズ
ム
遊
び
：
忍
者
に
な
り
き
っ
て
，
友
だ
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
踊

る
．
い
ろ
い
ろ
な
表
現
リ
ズ
ム
遊
び
の
仕
方
を
知
り
，
活
動
を
工
夫
す
津
古
と

が
で
き
る
（
学
び
方
）
．
順
番
や
決
ま
り
を
守
っ
て
，
安
全
に
気
を
つ
け

な
が
ら
，
誰
と
で
も
仲
よ
く
表
現
リ
ズ
ム
遊
び
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
（
態
度
）
．
い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
遊
び
を
楽
し
く
行
う
た
め
の
，
い
ろ

い
ろ
な
運
動
の
基
礎
と
な
る
動
き
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
．

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
：
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
，
友
だ
ち
と
動
き
を
工
夫
し

て
踊
る
．

表
し
た
い
動
き
や
，
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
踊
る
た
め
の
活
動
を
工
夫
す
る
こ
と

が
で
き
る
（
学
び
方
）
．
友
だ
ち
と
と
も
に
楽
し
ん
で
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
に

取
り
組
み
，
互
い
の
よ
さ
を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
（
態
度
）
．
い
ろ

い
ろ
な
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
踊
る
こ
と
が
で
き
る
．

表
現
リ
ズ
ム
遊
び

単
元
5時
間
．
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
国
，
忍
者
の
国
，

宇
宙
，
魔
法
の
呪
文
で
へ
～
ん
し
ん
．

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

単
元
5時
間
．
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
軽
快
な
リ
ズ
ム
の
ロ
ッ
ク
，
沖
縄

風
の
リ
ズ
ム
の
ロ
ッ
ク
，
陽
気
な
リ
ズ
ム
の
サ
ン
バ
，
ダ
ン
ス
発
表
会

研
究
目
的

「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
」
指
導
の
問
題
を
収
録
ビ
デ
オ
よ
り
明
ら
か
に
し
，
今

後
の
課
題
を
検
討
す
る
こ
と

研
究
方
法

「
表
現
」
と
「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
」
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
を
一
単
元
の
一
時
間

単
位
で
，
ク
ラ
ス
全
体
の
ビ
デ
オ
観
察
，
児
童
の
ビ
デ
オ
観
察
，
ビ
デ
オ

プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
動
き
の
比
較
を
行
っ
た
．

ま
と
め

「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
」
指
導
で
は
多
様
な
動
き
の
引
き
出
し
方
と
授
業
展
開

の
困
難
さ
が
問
題
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
．

25
淺
野
愛
美
・

熊
谷
佳
代

20
11
中
学
校
ダ
ン
ス
必
修
化
に
対
応
し
た
「
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ

ン
ス
」
の
教
材
開
発

岐
阜
大
学
教
育
学

部
研
究
報
告
. 教

育
実
践
研
究

13
: 5
5-
67

理
論
的
研
究

ー
ー

ー
ー

26
古
川
康
成

20
11
進
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
お
う
と
す
る
児
童

の
育
成
 - 
「
習
慣
－
活
用
－
探
求
」
型
学
習
ス
タ
イ
ル
を
活

用
し
た
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の
実
践

上
越
教
育
大
学
教

育
実
践
研
究

21
: 1
79
-

18
4

実
践
的
研
究

小
学
校
4年
生

い
ろ
い
ろ
な
曲
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
く
踊
り
な
が
ら
自
分
の
表
現
を

探
す
．
1つ
の
曲
で
グ
ル
ー
プ
を
創
作
し
た
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
．

単
元
７
時
間
．
1～
6時
間
目
の
導
入
で
は
体
ほ
ぐ
し
を
行
う
．
1時
間
目

は
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
招
き
，
一
緒
に
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
を
行
う
．
2,
3

時
間
目
は
曲
調
の
違
う
4曲
を
メ
ド
レ
ー
で
流
し
，
2人
組
や
グ
ル
ー
プ
で

即
興
で
自
由
に
踊
る
．
面
白
い
動
き
を
し
て
い
た
児
童
を
紹
介
す
る
．
4～

6時
間
目
は
メ
ド
レ
ー
か
ら
1曲
選
び
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
踊
る
．
2～
６

時
間
目
の
後
半
の
時
間
は
発
表
会
を
行
う
．
7時
間
目
は
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
で
，
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
招
き
自
分
た
ち
の
作
品
を
披
露
す

る
．

教
師
の
見
と
り
に
よ
る
抽
出
児
の
動
き
の
分
析
．
6名
の
児
童
に
対
し
，
運

動
の
態
度
（
積
極
的
／
消
極
的
）
，
技
能
（
高
い
／
低
い
）
，
そ
の
他
の

教
師
が
気
付
い
た
実
態
を
ま
と
め
て
い
る
．
事
前
の
み
ダ
ン
ス
に
対
す
る

意
識
調
査
を
行
っ
て
い
る
．

27
宮
本
香
織
・

高
岡
治

20
12
「
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
」
に
お
け
る
指
導
内
容
に
つ

い
て
の
発
生
運
動
学
的
一
考
察

鹿
児
島
大
学
教
育

学
部
教
育
実
践
研

究
紀
要

22
: 1
9-
27

理
論
的
研
究

ー
ー

ー
ー

28

内
山
須
美

子
・
松
尾
健

太
・
奥
山

美
希

20
13
ダ
ン
ス
学
習
の
動
機
づ
け
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

分
析
 - 
中
学
生
の
「
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
」
の
授
業

を
事
例
と
し
て

白
鴎
大
学
教
育
学

部
論
集

7(
1)
: 7
1-

10
8

実
践
的
研
究

中
学
校
1,
2年

生

チ
ア
ダ
ン
ス
（
中
学
校
１
年
生
）

①
自
己
の
能
力
に
適
し
た
課
題
を
選
択
し
，
課
題
解
決
に
向
け
て
，
意
欲

的
・
計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
．
②
適
切
な
課
題
に
基
づ
き
，

安
全
に
配
慮
し
，
資
料
の
活
用
や
学
習
の
進
め
方
を
工
夫
し
て
課
題
解
決

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
．
③
自
己
の
能
力
に
適
し
た
課
題
を
解
決
し
，
能

力
等
に
応
じ
た
技
能
を
身
に
つ
け
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
や
歓
び
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
．

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
，
ロ
ッ
ク
ダ
ン
ス
（
中
学
校
2年
生
）

①
自
己
の
能
力
に
適
し
た
課
題
を
選
択
し
，
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
意

欲
的
・
計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
．
②
適
切
な
課
題
に
基
づ

き
，
安
全
に
配
慮
し
，
資
料
の
活
用
や
学
習
の
進
め
方
を
工
夫
し
て
課
題

解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
．
③
自
己
の
能
力
に
適
し
た
課
題
を
解
決

し
，
能
力
等
に
応
じ
た
技
能
を
身
に
つ
け
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
．

チ
ア
ダ
ン
ス
，
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
ロ
ッ
ク
ダ
ン
ス

単
元
8時
間
．
1時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
．
２
～
5時
間
目
は
技

術
と
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
習
得
，
習
得
し
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
練

習
．
6,
7時
間
目
は
発
表
会
に
向
け
て
の
練
習
．
8時
間
目
は
発
表
会
．

研
究
目
的

「
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
」
の
楽
し
さ
と
恥
ず
か
し
さ
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
る
こ
と

研
究
方
法

調
査
授
業
：
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
の
単
元
8時
間
中
，
第
5回
目

調
査
対
象
：
授
業
を
行
っ
た
後
，
授
業
以
外
で
ダ
ン
ス
経
験
の
な
い
中
学

生 調
査
内
容
：
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
，
有
能
感
，
恥
ず
か
し
さ
に
関
す
る
項
目

分
析
方
法
：
調
査
の
自
由
記
述
に
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
を
用
い
た
．

キ
ー
ワ
ー
ド
の
頻
出
度
を
一
覧
に
し
，
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
に
よ

り
，
結
び
つ
き
の
強
い
単
語
同
士
を
グ
ル
ー
プ
化
し
，
各
単
語
間
の
関
係
を

視
覚
的
に
構
造
化
し
た
．

結
論
対
象
者
は
授
業
を
楽
し
い
と
感
じ
，
有
能
感
も
感
じ
て
い
た
が
，
同
時
に

恥
ず
か
し
さ
も
感
じ
て
い
た
．
楽
し
さ
は
，
「
振
り
付
け
を
覚
え
」
「
皆

で
一
緒
に
」
「
曲
に
合
わ
せ
て
」
「
間
違
え
ず
に
上
手
に
」
で
感
じ
，
恥

ず
か
し
さ
は
，
「
発
表
・
見
せ
合
い
・
見
ら
れ
る
こ
と
・
撮
影
さ
れ
る
」

場
面
の
「
対
人
緊
張
に
よ
り
不
安
」
「
間
違
え
た
・
失
敗
し
た
・
で
き
な

か
っ
た
」
な
ど
の
「
自
己
呈
示
の
失
敗
」
で
あ
っ
た
．

表
3．
リ
ズ
ム
系
ダ
ン
ス
の
論
文
要
約
表

表現リズム遊び・リズムダンス・現代的なリズムのダンスにおける現状と課題 43



29
幸
坂
浩

20
13

３
年
間
の
学
び
の
見
通
し
を
持
っ
て
，
探
究
学
習
を
ス
タ
ー

ト
す
る
－
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
と
ら
え
，
集
団
の
動
き
と
の
調

和
を
探
る
「
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
」
（
第
１
学
年
）

－

福
井
大
学
研
究
紀

要
41
: 1
28
-

13
4

実
践
的
研
究

中
学
校
1年
生

チ
ー
ム
ダ
ン
ス
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
．
簡
単
な
繰
り
返
し
の
リ
ズ
ム
で
踊
っ

た
り
，
変
化
の
あ
る
動
き
で
組
み
合
わ
せ
て
続
け
た
り
す
る
．

単
元
12
時
間
．
1時
間
目
は
Jポ
ッ
プ
や
Kポ
ッ
プ
で
踊
ら
れ
て
い
る
体
育

祭
の
応
援
合
戦
の
映
像
を
試
聴
す
る
．
２
時
間
目
は
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
リ

ズ
ム
の
特
徴
を
と
ら
え
，
即
興
で
踊
る
．
3～
６
時
間
目
は
基
本
の
ス
テ
ッ

プ
（
サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
，
ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
プ
，
ボ
ッ
ク
ス
ス
テ
ッ
プ
）
を
増

や
し
な
が
ら
，
グ
ル
ー
プ
の
踊
り
の
前
半
部
分
を
作
成
す
る
．
7時
間
目
は

グ
ル
ー
プ
練
習
と
中
間
発
表
．
8～
１
１
時
間
目
は
グ
ル
ー
プ
の
後
半
の
踊

り
を
制
作
す
る
．
12
時
間
目
に
発
表
会
を
行
う
．

記
載
な
し

30
青
木
恵
子
・

成
瀬
九
美

20
14
「
表
現
リ
ズ
ム
遊
び
」
に
み
ら
れ
る
相
互
交
流
の
変
容
 - 
小

学
校
1・
2年
生
で
の
実
践
事
例
か
ら

奈
良
女
子
大
学
ス

ポ
ー
ツ
科
学
研
究
16
: 3
1-
39

実
践
的
研
究

小
学
校
1,
2年

生

記
載
な
し

事
例
１
「
ド
ラ
イ
ブ
に
行
こ
う
」
，
事
例
２
「
ダ
ン
ゴ
ム
シ
」
，
事
例
３

「
掃
除
を
し
よ
う
」
，
事
例
４
「
落
ち
葉
」

研
究
目
的

小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
が
ダ
ン
ス
授
業
で
与
え
ら
れ
た
題
材
に
対
し
，

ど
の
よ
う
に
自
分
の
体
を
使
っ
て
イ
メ
ー
ジ
し
よ
う
と
す
る
か
，
ま
た
個
々

の
表
現
が
ど
の
よ
う
に
他
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
か
明
ら
か
に
す

る
．
研
究
方
法

相
互
交
流
の
事
例
を
授
業
記
録
か
ら
抽
出
し
て
考
察
す
る
．

結
果

子
ど
も
が
題
材
を
表
現
す
る
中
で
，
他
者
と
の
3つ
の
相
互
交
流
の
モ
デ
ル

が
示
唆
さ
れ
た
．
二
者
間
の
動
き
の
交
流
モ
デ
ル
，
グ
ル
ー
プ
間
の
動
き
の

交
流
モ
デ
ル
，
他
者
と
感
じ
合
う
動
き
の
交
流
モ
デ
ル
，
で
あ
る
．

31
成
瀬
麻
美

20
14
「
踊
る
・
創
る
・
見
る
」
を
取
り
入
れ
た
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の

授
業
 ～
F小
学
校
を
事
例
に
～

愛
知
教
育
大
学
保

健
体
育
講
座
研
究

紀
要

38
: 1
9-
26

実
践
的
研
究

小
学
校
5年
生

記
載
な
し

単
元
7時
間
．
1,
2時
間
目
は
即
興
ダ
ン
ス
で
ロ
ッ
ク
を
扱
い
，
教
師
の
ま

ね
を
し
た
り
，
2人
組
の
相
手
の
動
き
を
ま
ね
し
た
り
す
る
．
サ
ン
バ
で
は

音
楽
に
合
わ
せ
て
基
本
の
動
き
を
行
う
．
3,
4時
間
目
は
即
興
ダ
ン
ス

（
ロ
ッ
ク
）
を
行
い
，
グ
ル
ー
プ
で
人
ま
と
ま
り
の
動
き
を
創
作
し
た
．

5,
6時
間
目
は
即
興
ダ
ン
ス
（
ロ
ッ
ク
）
と
サ
ン
バ
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
を

踊
り
，
グ
ル
ー
プ
で
ひ
と
ま
と
ま
り
の
動
き
を
創
作
し
た
．
7時
間
目
は
交

流
会
を
お
こ
な
っ
た
．

踊
る
こ
と
と
，
創
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
を
中
心
に
，
導
入
で
用
い
た
即

興
ダ
ン
ス
（
ロ
ッ
ク
）
や
サ
ン
バ
に
関
す
る
質
問
，
授
業
以
外
で
の
ダ
ン

ス
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
，
ア
ン
ケ
ー
ト
（
選
択
式
の
回
答
項
目
10
，
記

述
式
の
回
答
項
目
1）
を
用
い
て
い
る
．
「
踊
る
こ
と
」
に
関
し
て
は
肯
定

的
な
回
答
が
多
か
っ
た
が
，
「
創
る
こ
と
」
に
関
し
て
は
1割
程
度
消
極
的

な
回
答
で
あ
っ
た
．

32
村
田
芳
子
・

松
本
昌
代

20
04
生
涯
学
習
に
向
け
た
「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
」
・
「
現
代
的
な
リ

ズ
ム
の
ダ
ン
ス
」
の
学
習
指
導
に
関
す
る
縦
断
的
研
究

日
本
女
子
体
育
連

盟
紀
要
及
び
学
術

研
究

21
: 2
1-
44

実
践
的
研
究

小
学
校
5年
生

（
2授
業
）

小
学
校
3年
生

小
学
校
部
会

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
仲
間
と
主
体
的
に
関
わ
り
，
リ
ズ
ム
の
違
い
に
よ
っ
て
自

然
に
動
き
が
変
わ
る
よ
う
に
す
る
．
（
ポ
イ
ン
ト
：
即
興
中
心
の
学
習
過

程
を
工
夫
し
，
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
弾
ん
で
踊
る
こ
と
を
中
心
に
リ
ズ
ム
の
特

徴
に
触
れ
さ
る
）

単
元
8時
間
．
1～
４
時
間
目
ま
で
は
導
入
で
ほ
ぐ
し
を
行
い
，
曲
の
リ
ズ

ム
を
自
分
な
り
に
と
ら
え
，
友
だ
ち
と
関
わ
っ
て
自
由
に
踊
っ
て
楽
し
む
．

5～
8時
間
目
は
曲
の
特
徴
を
と
ら
え
て
動
き
を
工
夫
し
て
踊
っ
て
楽
し

む
．
曲
の
違
い
を
感
じ
て
メ
ド
レ
ー
で
踊
っ
て
楽
し
む
．
動
き
方
を
工
夫
し

な
が
ら
一
曲
を
く
り
返
し
踊
っ
て
楽
し
む
．

研
究
目
的

幼
児
か
ら
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ
ム
ダ

ン
ス
の
実
践
を
通
し
て
，
そ
の
特
性
を
捉
え
な
お
し
，
今
後
の
指
導
に
役

立
つ
資
料
を
提
示
す
る
こ
と
．

研
究
方
法

①
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
，
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
の
指
導
計
画
案
の
作
成

と
実
施
，
②
学
習
後
に
お
け
る
学
習
者
の
変
容
は
把
握
，
③
リ
ズ
ム
ダ
ン

ス
，
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
の
学
習
に
関
す
る
縦
断
的
な
指
導
指
導

の
提
示
．

結
果

特
性
は
「
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
踊
る
楽
し
さ
」
「
リ
ズ
ム
を
共
有
し
て
他
者
と

交
流
し
て
踊
る
楽
し
さ
」
で
あ
る
．
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
，
現
代
的
な
リ
ズ
ム

の
ダ
ン
ス
の
学
習
は
，
ダ
ン
ス
の
始
原
的
な
快
感
情
を
保
障
し
な
が
ら
，

生
涯
に
わ
た
っ
て
ダ
ン
ス
を
愛
し
，
新
し
い
ダ
ン
ス
を
創
出
で
き
る
力
を

育
ん
で
い
く
方
向
性
が
示
唆
さ
れ
た
．

中
学
校
2年
生

（
2授
業
）

中
学
校
部
会

音
楽
か
ら
リ
ズ
ム
を
感
じ
，
曲
調
（
イ
メ
ー
ジ
）
を
捉
え
て
踊
り
，
踊
り

で
交
流
し
合
え
る
よ
う
に
す
る
．
（
ポ
イ
ン
ト
：
い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
の

特
徴
を
捉
え
て
踊
る
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
る
学
習
過
程
，
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

～
創
作
ダ
ン
ス
（
表
現
）
へ
の
つ
な
が
り
を
見
通
し
た
3年
間
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
，
交
流
会
の
工
夫
）

単
元
10
時
間
．
1時
間
目
は
心
ほ
ぐ
し
を
二
人
組
で
行
う
．
2～
５
時
間
目

は
今
で
き
る
リ
ズ
ム
の
と
り
方
や
動
き
で
，
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
仲
間
と
関

わ
り
合
っ
て
踊
っ
て
楽
し
む
．
教
師
や
仲
間
と
ロ
ッ
ク
，
サ
ン
バ
，
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
，
リ
ズ
ム
メ
ド
レ
ー
の
特
徴
を
感
じ
て
を
踊
る
．
6～
9時
間
目
は

リ
ズ
ム
の
特
徴
を
や
動
き
の
特
徴
を
生
か
し
て
仲
間
と
関
わ
り
合
っ
て
踊
っ

て
楽
し
む
．
選
曲
別
グ
ル
ー
プ
で
曲
の
リ
ズ
ム
の
特
徴
や
曲
の
イ
メ
ー
ジ
を

生
か
し
て
活
動
す
る
．
10
時
間
目
は
交
流
会
．

高
等
学
校

1,
2,
3年
生

（
2年
生
2授

業
）

高
等
学
校
部
会

音
楽
が
流
れ
た
ら
誰
と
で
も
自
由
に
踊
る
こ
と
が
で
き
，
さ
ら
に
自
分
た

ち
の
好
き
な
リ
ズ
ム
と
音
楽
を
選
ん
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
を
工
夫
で
き

る
．
（
ポ
イ
ン
ト
：
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
踊
る
楽
し
さ
と
リ
ズ
ム
を
く
ず
し
て

踊
る
楽
し
さ
，
創
っ
て
踊
る
楽
し
さ
ま
で
仲
間
と
関
わ
っ
て
味
わ
え
る
3年

間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
工
夫
）

高
等
学
校
２
年
生
を
抜
粋
．

単
元
15
時
間
．
1,
2時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
体
ほ
ぐ
し
．
3,
4

時
間
目
は
ロ
ッ
ク
・
サ
ン
バ
，
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
の
っ
て
踊
る
．
5,
6時
間

目
は
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
，
3つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
く
ず
し
て
工
夫
す
る
．
7時
間
目

は
ダ
ン
ス
発
表
交
流
会
．
8～
14
時
間
目
は
作
品
づ
く
り
（
グ
ル
ー
プ
わ

け
，
選
曲
，
動
き
づ
く
り
，
踊
り
込
み
）
．
15
時
間
目
は
発
表
会

33

三
木
綾
子
・

川
口
千
代
・

頭
川
昭
子
・

村
田
芳
子

20
03
「
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
」
の
特
性
と
ダ
ン
ス
授
業
に

お
け
る
学
習
内
容
と
し
て
の
有
用
性

い
ば
ら
き
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学

20
: 2
1-
33

理
論
的
研
究

ー
ー

ー
ー
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表
4．
リ
ズ
ム
系
ダ
ン
ス
の
学
術
雑
誌
要
約
表

ID
著
者

年
タ
イ
ト
ル

掲
載
機
関

ペ
ー
ジ
数

分
類

対
象

目
標
／
内
容

教
材
／
方
法

成
果

34
清
水
由

20
04
誰
で
も
で
き
る
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の
授
業
ー
か
ん
た

ん
！
た
の
し
い
！
か
か
わ
れ
る
！
授
業
実
践

体
育
授
業
研

究
会

7:
 3
0-
35

実
践
的
研
究

小
学
校
4年

生

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
楽
し
さ
，
基
礎
と
な
る
動
き
の
習
得

音
楽
に
合
わ
せ
て
友
だ
ち
と
即
興
的
に
考
え
て
創
る
こ
と
，
全
員
と
交
流
す
る
こ
と

単
元
4時
間
．
1時
間
目
を
つ
か
む
段
階
と
し
て
，
音
楽
に
合
わ
せ
て
教
師
が
行
う
基
本
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
ま
ね
て

行
う
．
そ
の
後
，
2人
組
で
行
い
，
数
組
発
表
す
る
．
2～
4時
間
目
を
楽
し
む
段
階
と
し
て
基
本
の
ス
テ
ッ
プ
を

行
っ
た
後
，
2な
い
し
4人
組
で
動
き
を
つ
く
っ
た
り
，
組
み
合
わ
せ
た
り
し
て
，
最
後
に
発
表
会
を
行
う
．
基
本

の
ス
テ
ッ
プ
と
は
，
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
ス
テ
ッ
プ
（
マ
ー
チ
，
ス
テ
ッ
プ
タ
ッ
チ
，
ス
ラ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
，
グ
レ
ー

プ
バ
イ
ン
）
で
あ
る
．

毎
時
間
後
，
3項
目
（
楽
し
か
っ

た
，
思
い
切
り
踊
れ
た
，
友
だ
ち
と

協
力
で
き
た
）
の
自
己
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
，
単
元
進
行
に
伴
得

点
が
向
上
し
て
い
る
．
子
ど
も
の
感

想
記
録
か
ら
肯
定
的
，
否
定
的
を
量

的
に
調
査
し
て
お
り
，
単
元
を
通
し

て
肯
定
的
な
感
想
が
多
く
，
否
定
的

な
感
想
は
少
な
か
っ
た
．
以
上
の
結

果
か
ら
，
本
実
践
が
創
る
意
欲
や
交

流
に
役
立
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
．

35
山
田
敦
子

20
01

ダ
ン
ス
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
　
リ
ズ
ム
・
ダ
ン
ス
雑
感

女
子
体
育

43
（
1）
:

28
-3
0

理
論
的
研
究

ー
ー

ー
ー

36
宮
本
乙
女

20
01

中
学
校
の
ダ
ン
ス
　
や
さ
し
い
「
現
代
的
な
リ
ズ
ム

の
ダ
ン
ス
」
の
一
時
間

女
子
体
育

43
（
2）
:

2-
40

実
践
的
研
究

①
中
学
校
2

年
生
（
女

子
）
②
中
学
校
1

年
生

の
っ
て
踊
る
，
仲
間
と
交
流
す
る
，
生
徒
の
即
興
的
創
意
を
生
か
す

①
教
師
が
予
め
考
え
て
お
い
た
4つ
く
ら
い
動
き
の
連
続
に
生
徒
の
創
意
を
加
え
た
も
の
を
生
徒
の
興
味
関
心
の

高
い
曲
で
踊
る
．
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
こ
う
」
の
課
題
を
設
定
し
，
パ
レ
ー
ド
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
リ
ズ

ム
に
の
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
を
創
作
し
踊
っ
た
．

②
単
元
12
時
間
の
創
作
ダ
ン
ス
の
7時
間
目
に
組
み
込
ん
だ
．
88
44
22
11
11
を
始
め
は
教
師
が
リ
ー
ド
し
て
行

う
．
次
に
グ
ル
ー
プ
活
動
で
一
人
ひ
と
つ
動
き
を
考
え
さ
せ
，
共
有
．
そ
こ
か
ら
動
き
を
選
び
出
し
順
番
を
決
め

て
練
習
す
る
．
ま
と
め
と
し
て
1曲
分
を
全
グ
ル
ー
プ
一
斉
に
踊
る
，
隣
の
グ
ル
ー
プ
を
合
わ
さ
り
，
ま
ね
し
な
が

ら
踊
る
．

記
載
な
し

37
前
田
知
美

20
03

い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
の
違
い
を
感
じ
と
っ
て
～
リ
ズ

ム
に
の
っ
て
踊
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
・
5年
生
～

女
子
体
育

45
（
5）
:

16
-2
1

実
践
的
研
究

小
学
校
5年

生

①
い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
，
リ
ズ
ム
の
違
い
を
感
じ
な
が
ら
踊
っ
て
楽
し
む
．
②
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
生
か

せ
る
よ
う
に
，
の
り
方
を
工
夫
し
な
が
ら
楽
し
む
．

単
元
６
時
間
．
毎
時
間
，
前
半
で
は
リ
ズ
ム
や
曲
調
の
違
う
曲
を
メ
ド
レ
ー
で
流
し
，
み
ん
な
で
3～
4曲
分
踊

る
．
後
半
で
は
前
半
で
踊
っ
た
曲
か
ら
1曲
選
び
，
繰
り
返
し
踊
る
．
最
後
の
１
曲
は
グ
ル
ー
プ
と
一
緒
に
踊
り
な

が
ら
見
せ
合
う
．
6時
間
目
に
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
う
．

記
載
な
し

38
田
村
新
一

20
13

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
の
実
践
か
ら
～
思
考
・

判
断
を
評
価
す
る
た
め
の
授
業
を
通
し
て
～

女
子
体
育

55
（
6・

7）
: 2
2-

27
実
践
的
研
究

中
学
校
1年

生

他
の
グ
ル
ー
プ
の
ダ
ン
ス
に
は
，
ど
ん
な
よ
い
動
き
が
あ
る
だ
ろ
う
？
（
10
時
間
目
）

単
元
12
時
間
．
1時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
簡
単
な
動
き
づ
く
り
．
２
時
間
目
は
体
ほ
ぐ
し
運
動
，
新

聞
紙
を
使
っ
た
動
き
，
ア
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
，
88
42
21
11
1で
動
く
．
３
時
間
目
は
88
44
22
11
11
の
動
き
を
ペ

ア
で
考
え
，
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
，
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
動
き
を
工
夫
し
て
踊
る
．
４
～
６
時
間
目
は
ロ
ッ
ク
の

曲
に
の
っ
て
仲
間
と
自
由
に
踊
っ
て
楽
し
む
た
め
に
，
既
習
の
動
き
や
即
興
を
用
い
た
．
７
，
８
時
間
目
は
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
の
曲
に
の
っ
て
仲
間
と
自
由
に
踊
っ
て
楽
し
む
た
め
に
，
リ
ズ
ム
を
確
認
し
，
基
本
の
ス
テ
ッ
プ
や
即

興
，
そ
れ
ら
を
つ
な
げ
て
踊
っ
た
．
９
～
11
時
間
目
は
リ
ズ
ム
や
動
き
に
変
化
を
つ
け
な
が
ら
，
続
け
て
踊
っ
て

楽
し
む
た
め
に
，
既
習
の
動
き
を
使
っ
て
ダ
ン
ス
を
創
作
し
た
．
４
～
11
時
間
目
ま
で
は
授
業
の
最
後
に
ミ
ニ
交

流
会
を
設
定
し
た
．
12
時
間
目
は
作
品
の
発
表
会
を
行
っ
た
．

記
載
な
し

39
宮
本
乙
女

20
14

 現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
の
楽
し
い
授
業
作
り
～

生
徒
か
ら
引
き
出
す
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ダ
ン
ス
～

女
子
体
育

56
（
6・

7）
: 2
4-

29
実
践
的
研
究

中
学
校
1年

生

DK
Y（
ダ
ン
ス
の
技
能
的
な
目
標
）
で
表
記
．

①
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
，
②
お
へ
そ
で
踊
ろ
う
ダ
ウ
ン
で
決
め
る
，
③
ビ
ー
ト
を
刻
ん
で
メ
リ
ハ
リ
ダ
ン
ス
，
④
ノ
リ
ノ

リ
ダ
ン
ス
，
⑤
始
め
と
終
わ
り
を
か
っ
こ
よ
く

単
元
6時
間
．
毎
時
間
の
進
め
方
．
①
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
（
フ
ロ
ア
移
動
，
楽
し
い
音
楽
で
踊
る
，
ゲ
ー
ム
な

ど
）
，
②
本
日
の
題
材
の
理
解
，
③
教
師
と
一
緒
に
動
き
な
が
ら
技
能
ポ
イ
ン
ト
（
DK
Y）
を
理
解
す
る
，
④
ペ

ア
や
グ
ル
ー
プ
で
リ
ー
ダ
ー
に
続
い
て
動
き
を
共
有
す
る
．
そ
の
中
で
気
に
入
っ
た
動
き
を
練
習
．
⑤
グ
ル
ー
プ
同

士
の
見
せ
合
い
（
観
客
も
応
援
し
た
り
踊
っ
た
り
す
る
）

記
載
な
し

40
長
瀬
未
果

20
14

創
作
ダ
ン
ス
へ
の
導
き
方
～
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ

ン
ス
に
隠
さ
れ
た
動
き
の
イ
メ
ー
ジ
化
指
導
法
～

女
子
体
育

56
（
4・

5）
: 3
4-

39
実
践
的
研
究

高
等
学
校
2

年
生
（
女

子
）

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス

健
康
的
か
つ
動
く
身
体
づ
く
り
．
苦
手
意
識
を
払
拭
し
，
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
，
心

身
の
解
放
，
仲
間
と
の
親
し
い
関
わ
り
や
一
体
感
を
味
わ
う
．

創
作
ダ
ン
ス

日
常
生
活
で
の
感
動
や
情
緒
を
体
の
動
き
に
よ
っ
て
表
現
す
る
．
グ
ル
ー
プ
で
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
，
協
調
性

を
養
い
創
作
活
動
の
喜
び
や
楽
し
さ
，
ま
た
計
画
の
立
案
・
目
標
へ
の
達
成
度
を
意
識
さ
せ
る
．

前
半
9時
間
を
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
，
後
半
12
時
間
を
創
作
ダ
ン
ス
．

１
時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
．
２
時
間
目
は
パ
ー
ツ
（
身
体
）
を
意
識
し
て
動
か
す
，
呼
吸
を
使
っ
て
柔

軟
性
を
高
め
る
．
３
～
８
時
間
目
は
授
業
前
半
で
カ
ー
ヴ
ィ
ー
ダ
ン
ス
を
行
い
，
後
半
で
は
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
全

身
で
踊
る
，
各
自
で
即
興
部
分
の
ポ
ー
ズ
を
か
っ
こ
よ
く
決
め
る
，
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
踊
る
，
自
由
に
リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
即
興
的
に
踊
る
，
と
展
開
し
た
．
7～
8時
間
目
の
授
業
後
半
で
は
TR
Fか
ら
習
得
し
た
ス
テ
ッ
プ
に
時

間
，
空
間
，
移
動
の
変
化
を
加
え
て
練
習
し
，
ミ
ニ
発
表
を
行
っ
た
．
9時
間
目
は
創
作
ダ
ン
ス
を
鑑
賞
し
，
ス

ト
ー
リ
ー
の
展
開
，
群
の
構
成
に
つ
い
て
学
ん
だ
．

記
載
な
し

41
安
江
美
保

19
99

小
学
校
の
表
現
（
低
学
年
）
表
現
リ
ズ
ム
遊
び

「
グ
ニ
ャ
グ
ニ
ャ
，
カ
ク
カ
ク
，
ド
ン
ド
ン
」
ー
オ

ノ
マ
ト
ペ
で
あ
そ
ぼ
う
ー

女
子
体
育

41
（
7・

8）
: 3
3-

34
実
践
的
研
究

小
学
校
2年

生

記
載
な
し

単
元
4時
間

①
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
に
の
っ
て
先
生
や
友
だ
ち
の
ま
ね
を
し
て
踊
っ
た
り
，
友
だ
ち
と
一
緒
に
自
由
に
踊
っ
た

り
し
て
リ
ズ
ム
遊
び
を
楽
し
む
．
②
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
絵
本
を
教
師
が
読
ん
だ
り
，
い
ろ
い
ろ
な
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
書

か
れ
た
カ
ー
ド
を
教
師
が
読
ん
だ
り
し
て
，
そ
の
音
か
ら
感
じ
る
ま
ま
に
踊
っ
て
楽
し
む
．
③
動
物
，
遊
園
地
，

忍
者
な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
音
楽
か
ら
，
思
い
つ
く
ま
ま
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
声
に
出
し
な
が
ら
踊
っ
て
楽
し
む
．

記
載
な
し

42
前
田
知
美

19
99

小
学
校
の
表
現
（
中
学
年
）
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
ー
軽
快

な
ロ
ッ
ク
や
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
ー

女
子
体
育

41
（
7・

8）
: 3
5-

37
実
践
的
研
究

小
学
校
3年

生

①
い
ろ
い
ろ
な
曲
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
，
踊
る
楽
し
さ
を
広
げ
る
．
②
１
つ
の
曲
で
の
り
方
を
工
夫
し
な
が
ら

「
の
り
」
を
楽
し
む
．

単
元
5時
間
．
1～
４
時
間
目
ま
で
3～
４
曲
メ
ド
レ
ー
で
流
し
，
自
由
に
踊
る
．
同
じ
曲
を
く
り
返
し
踊
り
，
リ

ズ
ム
の
特
徴
を
感
じ
て
踊
る
．

記
載
な
し

43
三
木
綾

子
・
川
口

千
代

20
00

学
校
体
育
に
お
け
る
ダ
ン
ス
領
域
に
関
す
る
研
究
ー

「
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
」
の
導
入
に
伴
っ

て
ー

女
子
体
育

42
（
11
・

12
）
:

76
-7
7

理
論
的
研
究

ー
ー

ー
ー
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44
水
落
美
佳

子
20
04

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
る
か
ら
だ
ー
発
達
段
階
に
応
じ

た
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の
単
元
ー

女
子
体
育

46
（
6）
:

20
-2
5

実
践
的
研
究

小
学
校

2,
4,
6年
生

小
学
校
2年
生

リ
ズ
ム
遊
び
：
軽
快
な
音
楽
に
の
っ
て
，
思
い
き
り
弾
ん
で
踊
っ
た
り
，
友
だ
ち
と
調
子
よ
く
踊
っ
た
り
し
て
リ

ズ
ム
遊
び
を
楽
し
む
．

小
学
校
4年
生

①
い
ろ
い
ろ
な
曲
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
，
全
身
で
弾
ん
で
，
友
達
と
自
由
に
楽
し
く
踊
る
こ
と
が
で
き
る
．
②
リ

ズ
ム
の
特
徴
を
生
か
し
た
乗
り
方
や
動
き
を
工
夫
し
な
が
ら
楽
し
く
踊
る
こ
と
が
で
き
る
．

小
学
校
6年
生

①
い
ろ
い
ろ
な
曲
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
，
リ
ズ
ム
の
違
い
を
体
で
感
じ
な
が
ら
，
友
達
と
自
由
に
楽
し
く
踊
る
こ

と
が
で
き
る
．
②
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
生
か
し
た
乗
り
方
や
動
き
を
工
夫
し
な
が
ら
，
自
分
た
ち
の
踊
り
を
創
っ
た

り
，
教
え
合
っ
た
り
し
て
楽
し
く
踊
る
こ
と
が
で
き
る
．

・
小
学
校
２
年
生

単
元
6時
間
．
1時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
リ
ズ
ム
遊
び
．
2～
5時
間
目
は
曲
調
の
違
う
曲
を
メ
ド
レ
ー

に
し
，
み
ん
な
で
踊
る
．
2人
組
に
な
っ
て
即
興
的
に
踊
る
．
教
師
の
投
げ
か
け
や
，
音
楽
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ

な
も
の
に
変
身
し
て
楽
し
く
踊
る
．
２
人
組
で
簡
単
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
な
が
ら
踊
る
．
ミ
ニ
交
換
会
を
行

い
，
自
分
た
ち
で
創
っ
た
動
き
を
見
せ
合
い
を
し
な
が
ら
踊
る
．
変
身
対
象
に
な
っ
て
，
全
員
で
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
弾
ん
で
踊
る
．
6時
間
目
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
．

・
小
学
校
4年
生

単
元
5時
間
．
１
時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
軽
快
な
ロ
ッ
ク
の
リ
ズ
ム
で
自
由
に
踊
る
こ
と
の
楽
し
さ

を
味
わ
う
．
リ
ズ
ム
に
乗
る
こ
と
と
，
み
ん
な
で
1曲
を
踊
り
き
る
．
２
～
4時
間
目
は
，
曲
調
の
違
う
4曲
の
メ

ド
レ
ー
を
み
ん
な
で
即
興
的
に
踊
る
．
グ
ル
ー
プ
で
ロ
ッ
ク
，
和
製
ロ
ッ
ク
，
サ
ン
バ
か
ら
1曲
を
選
ん
で
，
リ
ズ

ム
の
特
徴
を
生
か
し
た
動
き
を
出
し
合
い
，
工
夫
し
な
が
ら
踊
る
．
ミ
ニ
交
換
会
を
行
い
，
見
せ
合
い
を
す
る
．

交
換
会
で
教
え
合
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
全
員
で
踊
る
．
5時
間
目
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
う
．

・
小
学
校
6年
生

単
元
5時
間
．
１
時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
円
形
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
．
い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
の
曲
を

み
ん
な
で
即
興
的
に
踊
る
．
自
分
が
好
き
な
リ
ズ
ム
を
選
び
，
選
曲
別
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
．
2～
4時
間
目
は
，

曲
調
の
違
う
３
曲
の
メ
ド
レ
ー
を
み
ん
な
で
踊
り
，
そ
の
曲
の
も
つ
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
体
で
感
じ
と
り
な
が
ら
即

興
的
に
踊
る
．
選
曲
別
の
グ
ル
ー
プ
で
，
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
生
か
し
た
動
き
を
出
し
な
が
ら
踊
る
．
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
型
交
換
会
を
行
い
，
自
分
た
ち
の
踊
り
を
教
え
た
り
相
手
の
踊
り
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
一
緒
に

踊
る
．
交
換
会
で
教
え
合
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
，
グ
ル
ー
プ
で
踊
る
．
ア
ン
コ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
を
選
ん
で
，
全
員

で
一
緒
に
踊
る
．
6時
間
目
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
う
．

記
載
な
し

45
栗
原
知
子

20
07

リ
ズ
ム
か
ら
表
現
へ

女
子
体
育

49
（
7・

8）
: 4
0-

43
実
践
報
告

小
学
校
1年

生
（
低
学

年
）

単
元
の
目
標

①
い
ろ
い
ろ
な
動
き
を
試
し
て
み
た
り
，
動
き
を
作
っ
た
り
し
て
楽
し
む
．
②
友
だ
ち
の
動
き
を
受
け
入
れ
，
一

緒
に
楽
し
む
．
③
自
分
の
か
ら
だ
を
感
じ
る
．

本
時
の
目
標

①
い
ろ
い
ろ
な
動
き
を
試
し
て
み
た
り
，
動
き
を
作
っ
た
り
し
て
楽
し
む
．
②
友
だ
ち
の
動
き
を
受
け
入
れ
，
一

緒
に
楽
し
む
．

の
り
の
り
タ
イ
ム
（
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
動
く
）
．
ど
き
ど
き
タ
イ
ム
（
リ
ー
ダ
ー
の
ま
ね
を
し
て
，
い
ろ
い
ろ
な

動
き
を
み
つ
け
る
）
．
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
（
動
物
に
な
り
き
っ
て
動
く
，
ポ
ー
ズ
を
き
め
る
，
み
ん
な
で
動
く
）

記
載
な
し

46
北
川
桂
子

20
07

心
と
体
を
思
い
き
り
弾
ま
せ
て
～
表
現
リ
ズ
ム
遊
び

『
エ
ル
マ
ー
の
ぼ
う
け
ん
』
を
通
し
て
～

女
子
体
育

49
（
1）
:

20
-2
5

実
践
報
告

小
学
校
2年

生
記
載
な
し

単
元
5時
間
．
毎
時
間
前
半
の
時
間
を
リ
ズ
ム
遊
び
，
3曲
連
続
で
踊
り
，
お
へ
そ
を
動
か
す
よ
う
意
識
さ
せ
た
．

後
半
の
時
間
を
表
現
遊
び
と
し
て
展
開
し
た
．

記
載
な
し

47
村
田
芳

子
・
高
野

牧
子

20
09

こ
こ
だ
け
は
押
さ
え
た
い
！
リ
ズ
ム
と
表
現
の
ポ
イ

ン
ト

女
子
体
育

51 （
12
）
:

34
-3
7

理
論
的
研
究

ー
ー

ー
ー

48
村
田
芳

子
・
高
橋

和
子

20
09

「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
」

の
内
容
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 1
2-

13
理
論
的
研
究

ー
ー

ー
ー

49
太
田
一
枝

20
09

Ⅱ
実
技
指
導
編
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
（
1）

ロ
ッ
ク
（
基
本
）
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
は
ず
ん
で
踊
ろ

う

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 6
2-

63
実
践
的
研
究

幼
児
～
大
人

軽
快
な
ロ
ッ
ク
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
，
は
ず
む
動
き
で
自
由
に
踊
ろ
う
．
そ
し
て
，
友
だ
ち
と
一
緒
に
リ
ズ
ム
の

乗
り
方
や
動
き
を
工
夫
し
て
踊
ろ
う
．

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
は
教
師
主
導
で
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
ス
キ
ッ
プ
や
教
師
の
ま
ね
を
す
る
．
２
人
組

で
リ
ー
ダ
ー
を
交
代
し
な
が
ら
友
だ
ち
と
一
緒
に
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
踊
る
．
気
に
入
っ
た
動
き
を
つ
な
げ
て
踊

る
．
ア
フ
タ
ー
ビ
ー
ト
を
座
位
，
立
位
で
指
導
後
，
先
の
２
人
組
の
動
き
に
ア
フ
タ
ー
ビ
ー
ト
の
ア
ク
セ
ン
ト
を

加
え
て
行
う
．
別
の
2人
組
に
紹
介
す
る
．

記
載
な
し

50
國
川
聖
子

20
09

Ⅱ
実
技
指
導
編
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
（
2）

ロ
ッ
ク
（
や
さ
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
）
『
交
流

手
た
た
き
ダ
ン
ス
』

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 6
4-

65
実
践
的
研
究

小
学
生
～
高

齢
者

２
人
組
で
簡
単
な
４
つ
の
動
き
を
連
続
さ
せ
，
全
身
で
弾
ん
で
踊
る
恐
竜
ダ
ン
ス
．
仲
間
と
向
か
い
合
い
動
き
を

反
復
し
連
続
さ
せ
る
こ
と
で
，
思
い
切
り
踊
る
感
じ
を
味
わ
う
．
「
弾
む
」
を
通
し
て
互
い
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違

い
や
良
さ
を
認
め
合
い
楽
し
む
．

4つ
の
動
き
で
交
流
す
る
．
２
人
組
で
自
由
に
踊
る
（
回
る
，
ス
キ
ッ
プ
，
駆
け
足
）
．
手
た
た
き
と
足
の
動
き
を

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
全
身
で
音
楽
に
乗
り
な
が
ら
踊
る
．
ド
ー
・
シ
ー
・
ド
ー
で
入
れ
替
わ
り
，
向
か
い
合
っ
て

ウ
ェ
ー
ブ
，
背
中
合
わ
せ
の
ポ
ー
ズ
を
そ
れ
ぞ
れ
8×
２
行
う
．
そ
の
後
パ
ー
ト
ナ
ー
を
交
代
す
る
．

記
載
な
し

51
太
田
一
枝

20
09

Ⅱ
実
技
指
導
編
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
（
3）

サ
ン
バ
（
基
本
）
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
ろ

う

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 6
6-

67
実
践
的
研
究

小
学
生
～
大

人

サ
ン
バ
の
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
，
自
由
に
弾
ん
で
踊
る
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
，
へ
そ
の
前
後
ス
ウ
ィ
ン

グ
と
「
ウ
ン
・
タ
ッ
タ
」
の
サ
ン
バ
特
有
の
リ
ズ
ム
の
乗
り
方
を
工
夫
し
て
踊
ろ
う
．

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
音
楽
ん
も
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
弾
ん
で
踊
る
．
2人
組
で
サ
ン
バ
ス
テ
ッ
プ
を
練
習
す

る
．
自
分
た
ち
の
動
き
と
サ
ン
バ
ス
テ
ッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
る
．
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
を
強
調
し
て
行
う
．

記
載
な
し

52
村
田
芳
子

20
09

Ⅱ
実
技
指
導
編
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
（
4）

サ
ン
バ
（
応
用
編
）
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
『
風
に
な

り
た
い
』

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 6
4-

66
実
践
的
研
究

小
学
生
中
学

年
～
大
人

サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
慣
れ
て
き
た
ら
，
そ
の
応
用
と
し
て
1曲
を
通
し
て
踊
っ
て
み
よ
う
．
「
風
に
な
り
た
い
」
の

音
楽
を
感
じ
な
が
ら
，
全
体
を
通
し
て
み
ん
な
で
楽
し
く
踊
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
．

全
員
で
踊
る
パ
ー
ト
（
ス
テ
ッ
プ
と
ス
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
タ
ー
ン
で
移
動
，
サ
ン
バ
の
ス
テ
ッ
プ
と
ピ
ポ
ッ
ド
タ
ー

ン
，
両
手
を
伸
ば
し
て
体
重
移
動
，
両
足
と
び
タ
ー
ン
）
，
２
人
組
で
踊
る
パ
ー
ト
（
2人
で
手
を
つ
な
い
で
回

る
，
２
人
で
向
き
合
っ
て
全
体
の
パ
ー
ト
の
一
部
を
踊
る
，
見
る
の
ポ
ー
ズ
）
，
4人
組
で
自
由
に
踊
る
パ
ー
ト
，

先
の
動
き
で
全
員
が
サ
ン
バ
の
ス
テ
ッ
プ
で
集
ま
る
，
み
ん
な
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ー
ン

記
載
な
し

53
牛
山
眞
貴

子
20
09

Ⅱ
実
技
指
導
編
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
（
5）

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
（
基
本
）

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 7
0-

71
実
践
的
研
究

小
学
校
中
学

年
～
高
校
生

お
へ
そ
の
中
心
か
ら
湧
き
上
が
る
よ
う
な
よ
う
な
縦
の
り
で
動
き
な
が
ら
リ
ズ
ム
を
表
現
す
る
，
全
身
を
弾
ま
せ

る
，
動
き
を
繋
い
で
踊
る

お
へ
そ
を
自
分
で
押
さ
え
，
そ
こ
を
中
心
に
上
下
左
右
前
後
に
動
か
す
．
お
へ
そ
を
中
心
に
「
あ
い
う
え
お
」
を

空
中
に
描
き
，
あ
て
っ
こ
を
す
る
．
手
拍
子
と
ジ
ャ
ン
プ
の
群
に
分
か
れ
て
同
時
に
行
う
．
伸
び
る
ー
落
と
す
の

動
き
を
行
う
．

手
拍
子
，
ジ
ャ
ン
プ
に
そ
の
他
の
動
き
を
加
え
て
セ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
．
縦
の
り
を
入
れ
た
サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
，
ジ
ャ

ン
プ
を
組
み
合
わ
せ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
ン
，
ト
ゥ
エ
ル
を
習
得
す
る
．
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
グ
ル
ー
プ
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
を
つ
く
る
．

記
載
な
し

54
牛
山
眞
貴

子
20
09

Ⅱ
実
技
指
導
編
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
（
6）

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
（
発
展
編
）
フ
レ
ー
ズ
・
ブ
レ
イ
キ

ン

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 7
2-

73
実
践
的
研
究

中
学
年
～
高

校
生

フ
レ
ー
ズ
を
作
っ
て
全
身
・
全
力
で
踊
る
こ
と
，
チ
ー
ム
練
習
を
通
し
て
「
体
力
の
向
上
」
「
達
成
感
」
「
自
己

有
能
感
」
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
を
引
き
出
す

お
へ
そ
を
自
分
で
押
さ
え
，
そ
こ
を
中
心
に
上
下
左
右
前
後
に
動
か
す
．
お
へ
そ
を
中
心
に
「
あ
い
う
え
お
」
を

空
中
に
描
き
，
あ
て
っ
こ
を
す
る
．
手
拍
子
と
ジ
ャ
ン
プ
の
群
に
分
か
れ
て
同
時
に
行
う
．
伸
び
る
ー
落
と
す
の

動
き
を
行
う
．

両
手
を
床
に
つ
い
て
開
脚
し
，
片
手
足
抜
き
．
仰
向
け
，
背
倒
立
，
側
転
．
座
位
前
方
片
足
あ
げ
，
片
手
ツ
イ
ス

ト
（
止
め
る
動
き
）
．
こ
れ
ま
で
の
動
き
を
組
み
合
わ
せ
，
グ
ル
ー
プ
で
練
習
し
，
動
き
の
強
弱
，
細
か
く
ー
大

き
く
，
動
く
ー
止
ま
る
の
変
化
を
つ
け
る
．
曲
や
動
き
を
自
分
た
ち
で
ア
レ
ン
ジ
す
る
．

記
載
な
し

55
中
村
な
お

み
20
09

Ⅱ
実
技
指
導
編
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
（
7）

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
&

ア
ッ
プ
ロ
ッ
ク
に
挑
戦
！

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 7
4-

75
実
践
的
研
究

中
学
生
～
大

学
生

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
く
．
か
っ
こ
よ
く
，
美
し
く
踊
る

88
44
22
11
11
の
拍
子
に
合
わ
せ
て
簡
単
な
動
き
を
行
う
．
経
験
の
あ
る
動
き
を
リ
ズ
ム
を
変
え
て
行
う
．
動
き

を
も
ち
よ
り
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
行
う
．

ア
ッ
プ
ロ
ッ
ク
を
覚
え
た
後
，
1曲
を
通
し
て
踊
る
（
２
人
組
，
２
群
，
自
由
パ
ー
ト
，
全
員
）
．

記
載
な
し

56
甲
斐
富
美

子
20
09

Ⅲ
実
践
報
告
編
（
3）
中
学
校

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
か
ら
創
作
ダ
ン
ス
へ
～

中
学
3年
・
男
女
共
習
の
例
～

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 9
6-

99
実
践
的
研
究

中
学
校
３
年

生

単
元
の
ね
ら
い

感
じ
を
込
め
て
踊
っ
た
り
，
み
ん
な
で
踊
っ
た
り
す
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
，
互
い
の
違
い
や
よ
さ
を
認
め

合
お
う
と
す
る
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

課
題
に
応
じ
た
運
動
の
取
り
組
み
方
を
工
夫
す
る
（
思
考
・
判
断
）

リ
ズ
ム
を
特
徴
で
と
ら
え
，
変
化
の
あ
る
動
き
を
組
み
合
わ
せ
て
，
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
全
身
で
踊
る
こ
と
が
で
き

る
．
ま
た
ダ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ド
を
手
が
か
り
に
動
き
を
工
夫
し
，
動
き
の
極
限
を
引
き
出
し
，
踊
る
こ
と
が
で
き

る
（
技
能
）

ダ
ン
ス
の
特
性
，
踊
り
の
由
来
と
表
現
の
仕
方
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
知
識
・
理
解
）

単
元
7時
間
．
毎
時
間
導
入
で
体
ほ
ぐ
し
を
行
う
．
1,
2時
間
は
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
を
扱
う
．
リ
ズ
ム
に

の
っ
て
，
弾
む
，
回
る
，
ね
じ
る
，
ス
キ
ッ
プ
な
ど
の
動
き
を
く
り
返
し
て
即
興
的
に
踊
る
．
ロ
ッ
ク
，
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
等
の
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
と
ら
え
，
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
お
へ
そ
を
中
心
に
踊
る
．

3～
7時
間
は
創
作
ダ
ン
ス
を
扱
い
，
3時
間
目
は
乗
り
や
く
ず
し
か
ら
動
き
づ
く
り
へ
と
発
展
さ
せ
る
．

記
載
な
し

57
山
崎
大
志

20
11

Ⅱ
実
践
編
　
小
学
校
　
表
現
運
動
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

リ
ズ
ム
DE
即
興

女
子
体
育

53
（
8・

9）
: 3
0-

35
実
践
的
研
究

小
学
校
高
学

年

感
じ
た
リ
ズ
ム
を
即
興
的
に
表
現
す
る
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
わ
せ
，
踊
る
こ
と
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
．

単
元
6時
間
．
毎
時
間
の
導
入
に
円
形
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
，
2人
組
即
興
ダ
ン
ス
を
行
う
．
１
～
3時
間
目
は

リ
ズ
ム
の
ち
が
い
を
感
じ
な
が
ら
，
い
ろ
い
ろ
な
曲
で
即
興
的
に
踊
っ
て
み
る
．
単
元
の
進
行
に
伴
い
こ
の
時
間

を
減
ら
し
，
そ
れ
に
変
わ
っ
て
，
リ
ズ
ム
別
の
グ
ル
ー
プ
で
よ
り
お
も
し
ろ
い
ダ
ン
ス
を
創
り
上
げ
，
5,
6時
間
目

の
後
半
の
時
間
は
ダ
ン
ス
の
交
流
を
行
う
．

記
載
な
し

58
太
田
一
枝

20
11

Ⅱ
実
践
編
　
中
学
校
　
ダ
ン
ス
　
現
代
的
な
リ
ズ
ム

の
ダ
ン
ス

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
自
由
に
踊
ろ
う

女
子
体
育

53
（
8・

9）
: 5
0-

55
実
践
的
研
究

中
学
生

音
楽
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
，
全
身
で
自
由
に
弾
ん
で
踊
る
こ
と
を
楽
し
む
と
と
も
に
，
互
い
の
動
き
の
よ
さ
を
認

め
合
っ
て
，
誰
と
で
も
楽
し
く
踊
ろ
う
と
す
る
．

音
楽
の
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
と
ら
え
た
動
き
を
見
つ
け
た
り
発
展
す
る
方
法
を
見
つ
け
た
り
す
る
．
ま
た
，
見
せ
合

い
や
発
表
で
は
，
お
互
い
の
動
き
の
よ
い
と
こ
ろ
を
感
じ
と
っ
て
，
成
果
を
確
か
め
合
う
．

リ
ズ
ム
の
特
徴
を
と
ら
え
た
全
身
を
使
っ
た
動
き
で
，
踊
る
こ
と
が
で
き
る
．
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
は
，

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
，
交
流
し
た
り
す
る
こ
と
が
楽
し
い
運
動
で
あ
る
と
い
う
特
性
や
，
学
習
の
進
め

方
を
理
解
す
る
．
ま
た
，
音
楽
の
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
と
ら
え
た
乗
り
方
を
理
解
す
る
．

単
元
10
時
間
．
1,
2時
間
目
は
ロ
ッ
ク
，
3,
4時
間
目
は
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
で
教
師
主
導
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
，

2人
組
で
踊
る
，
本
時
の
リ
ズ
ム
の
乗
り
方
の
特
徴
を
知
る
，
2人
組
の
動
き
を
発
展
さ
せ
て
踊
っ
た
り
，
バ
ト
ル

を
し
た
り
す
る
．
4～
8時
間
目
は
グ
ル
ー
プ
で
リ
ズ
ム
を
選
択
し
動
き
を
創
っ
て
踊
る
．
9,
10
時
間
目
は
グ
ル
ー

プ
の
動
き
を
紹
介
し
合
い
，
ク
ラ
ス
全
員
で
踊
る
．

記
載
な
し

ID
著
者

年
タ
イ
ト
ル

掲
載
機
関

ペ
ー
ジ
数

分
類

対
象

目
標
／
内
容

教
材
／
方
法

成
果

34
清
水
由

20
04
誰
で
も
で
き
る
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の
授
業
ー
か
ん
た

ん
！
た
の
し
い
！
か
か
わ
れ
る
！
授
業
実
践

体
育
授
業
研

究
会

7:
 3
0-
35

実
践
的
研
究

小
学
校
4年

生

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
楽
し
さ
，
基
礎
と
な
る
動
き
の
習
得

音
楽
に
合
わ
せ
て
友
だ
ち
と
即
興
的
に
考
え
て
創
る
こ
と
，
全
員
と
交
流
す
る
こ
と

単
元
4時
間
．
1時
間
目
を
つ
か
む
段
階
と
し
て
，
音
楽
に
合
わ
せ
て
教
師
が
行
う
基
本
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
ま
ね
て

行
う
．
そ
の
後
，
2人
組
で
行
い
，
数
組
発
表
す
る
．
2～
4時
間
目
を
楽
し
む
段
階
と
し
て
基
本
の
ス
テ
ッ
プ
を

行
っ
た
後
，
2な
い
し
4人
組
で
動
き
を
つ
く
っ
た
り
，
組
み
合
わ
せ
た
り
し
て
，
最
後
に
発
表
会
を
行
う
．
基
本

の
ス
テ
ッ
プ
と
は
，
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
ス
テ
ッ
プ
（
マ
ー
チ
，
ス
テ
ッ
プ
タ
ッ
チ
，
ス
ラ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
，
グ
レ
ー

プ
バ
イ
ン
）
で
あ
る
．

毎
時
間
後
，
3項
目
（
楽
し
か
っ

た
，
思
い
切
り
踊
れ
た
，
友
だ
ち
と

協
力
で
き
た
）
の
自
己
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
，
単
元
進
行
に
伴
得

点
が
向
上
し
て
い
る
．
子
ど
も
の
感

想
記
録
か
ら
肯
定
的
，
否
定
的
を
量

的
に
調
査
し
て
お
り
，
単
元
を
通
し

て
肯
定
的
な
感
想
が
多
く
，
否
定
的

な
感
想
は
少
な
か
っ
た
．
以
上
の
結

果
か
ら
，
本
実
践
が
創
る
意
欲
や
交

流
に
役
立
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
．

35
山
田
敦
子

20
01

ダ
ン
ス
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
　
リ
ズ
ム
・
ダ
ン
ス
雑
感

女
子
体
育

43
（
1）
:

28
-3
0

理
論
的
研
究

ー
ー

ー
ー

36
宮
本
乙
女

20
01

中
学
校
の
ダ
ン
ス
　
や
さ
し
い
「
現
代
的
な
リ
ズ
ム

の
ダ
ン
ス
」
の
一
時
間

女
子
体
育

43
（
2）
:

2-
40

実
践
的
研
究

①
中
学
校
2

年
生
（
女

子
）
②
中
学
校
1

年
生

の
っ
て
踊
る
，
仲
間
と
交
流
す
る
，
生
徒
の
即
興
的
創
意
を
生
か
す

①
教
師
が
予
め
考
え
て
お
い
た
4つ
く
ら
い
動
き
の
連
続
に
生
徒
の
創
意
を
加
え
た
も
の
を
生
徒
の
興
味
関
心
の

高
い
曲
で
踊
る
．
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
こ
う
」
の
課
題
を
設
定
し
，
パ
レ
ー
ド
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
リ
ズ

ム
に
の
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
を
創
作
し
踊
っ
た
．

②
単
元
12
時
間
の
創
作
ダ
ン
ス
の
7時
間
目
に
組
み
込
ん
だ
．
88
44
22
11
11
を
始
め
は
教
師
が
リ
ー
ド
し
て
行

う
．
次
に
グ
ル
ー
プ
活
動
で
一
人
ひ
と
つ
動
き
を
考
え
さ
せ
，
共
有
．
そ
こ
か
ら
動
き
を
選
び
出
し
順
番
を
決
め

て
練
習
す
る
．
ま
と
め
と
し
て
1曲
分
を
全
グ
ル
ー
プ
一
斉
に
踊
る
，
隣
の
グ
ル
ー
プ
を
合
わ
さ
り
，
ま
ね
し
な
が

ら
踊
る
．

記
載
な
し

37
前
田
知
美

20
03

い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
の
違
い
を
感
じ
と
っ
て
～
リ
ズ

ム
に
の
っ
て
踊
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
・
5年
生
～

女
子
体
育

45
（
5）
:

16
-2
1

実
践
的
研
究

小
学
校
5年

生

①
い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
，
リ
ズ
ム
の
違
い
を
感
じ
な
が
ら
踊
っ
て
楽
し
む
．
②
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
生
か

せ
る
よ
う
に
，
の
り
方
を
工
夫
し
な
が
ら
楽
し
む
．

単
元
６
時
間
．
毎
時
間
，
前
半
で
は
リ
ズ
ム
や
曲
調
の
違
う
曲
を
メ
ド
レ
ー
で
流
し
，
み
ん
な
で
3～
4曲
分
踊

る
．
後
半
で
は
前
半
で
踊
っ
た
曲
か
ら
1曲
選
び
，
繰
り
返
し
踊
る
．
最
後
の
１
曲
は
グ
ル
ー
プ
と
一
緒
に
踊
り
な

が
ら
見
せ
合
う
．
6時
間
目
に
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
う
．

記
載
な
し

38
田
村
新
一

20
13

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
の
実
践
か
ら
～
思
考
・

判
断
を
評
価
す
る
た
め
の
授
業
を
通
し
て
～

女
子
体
育

55
（
6・

7）
: 2
2-

27
実
践
的
研
究

中
学
校
1年

生

他
の
グ
ル
ー
プ
の
ダ
ン
ス
に
は
，
ど
ん
な
よ
い
動
き
が
あ
る
だ
ろ
う
？
（
10
時
間
目
）

単
元
12
時
間
．
1時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
簡
単
な
動
き
づ
く
り
．
２
時
間
目
は
体
ほ
ぐ
し
運
動
，
新

聞
紙
を
使
っ
た
動
き
，
ア
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
，
88
42
21
11
1で
動
く
．
３
時
間
目
は
88
44
22
11
11
の
動
き
を
ペ

ア
で
考
え
，
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
，
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
動
き
を
工
夫
し
て
踊
る
．
４
～
６
時
間
目
は
ロ
ッ
ク
の

曲
に
の
っ
て
仲
間
と
自
由
に
踊
っ
て
楽
し
む
た
め
に
，
既
習
の
動
き
や
即
興
を
用
い
た
．
７
，
８
時
間
目
は
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
の
曲
に
の
っ
て
仲
間
と
自
由
に
踊
っ
て
楽
し
む
た
め
に
，
リ
ズ
ム
を
確
認
し
，
基
本
の
ス
テ
ッ
プ
や
即

興
，
そ
れ
ら
を
つ
な
げ
て
踊
っ
た
．
９
～
11
時
間
目
は
リ
ズ
ム
や
動
き
に
変
化
を
つ
け
な
が
ら
，
続
け
て
踊
っ
て

楽
し
む
た
め
に
，
既
習
の
動
き
を
使
っ
て
ダ
ン
ス
を
創
作
し
た
．
４
～
11
時
間
目
ま
で
は
授
業
の
最
後
に
ミ
ニ
交

流
会
を
設
定
し
た
．
12
時
間
目
は
作
品
の
発
表
会
を
行
っ
た
．

記
載
な
し

39
宮
本
乙
女

20
14

 現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
の
楽
し
い
授
業
作
り
～

生
徒
か
ら
引
き
出
す
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ダ
ン
ス
～

女
子
体
育

56
（
6・

7）
: 2
4-

29
実
践
的
研
究

中
学
校
1年

生

DK
Y（
ダ
ン
ス
の
技
能
的
な
目
標
）
で
表
記
．

①
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
，
②
お
へ
そ
で
踊
ろ
う
ダ
ウ
ン
で
決
め
る
，
③
ビ
ー
ト
を
刻
ん
で
メ
リ
ハ
リ
ダ
ン
ス
，
④
ノ
リ
ノ

リ
ダ
ン
ス
，
⑤
始
め
と
終
わ
り
を
か
っ
こ
よ
く

単
元
6時
間
．
毎
時
間
の
進
め
方
．
①
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
（
フ
ロ
ア
移
動
，
楽
し
い
音
楽
で
踊
る
，
ゲ
ー
ム
な

ど
）
，
②
本
日
の
題
材
の
理
解
，
③
教
師
と
一
緒
に
動
き
な
が
ら
技
能
ポ
イ
ン
ト
（
DK
Y）
を
理
解
す
る
，
④
ペ

ア
や
グ
ル
ー
プ
で
リ
ー
ダ
ー
に
続
い
て
動
き
を
共
有
す
る
．
そ
の
中
で
気
に
入
っ
た
動
き
を
練
習
．
⑤
グ
ル
ー
プ
同

士
の
見
せ
合
い
（
観
客
も
応
援
し
た
り
踊
っ
た
り
す
る
）

記
載
な
し

40
長
瀬
未
果

20
14

創
作
ダ
ン
ス
へ
の
導
き
方
～
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ

ン
ス
に
隠
さ
れ
た
動
き
の
イ
メ
ー
ジ
化
指
導
法
～

女
子
体
育

56
（
4・

5）
: 3
4-

39
実
践
的
研
究

高
等
学
校
2

年
生
（
女

子
）

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス

健
康
的
か
つ
動
く
身
体
づ
く
り
．
苦
手
意
識
を
払
拭
し
，
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
，
心

身
の
解
放
，
仲
間
と
の
親
し
い
関
わ
り
や
一
体
感
を
味
わ
う
．

創
作
ダ
ン
ス

日
常
生
活
で
の
感
動
や
情
緒
を
体
の
動
き
に
よ
っ
て
表
現
す
る
．
グ
ル
ー
プ
で
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
，
協
調
性

を
養
い
創
作
活
動
の
喜
び
や
楽
し
さ
，
ま
た
計
画
の
立
案
・
目
標
へ
の
達
成
度
を
意
識
さ
せ
る
．

前
半
9時
間
を
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
，
後
半
12
時
間
を
創
作
ダ
ン
ス
．

１
時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
．
２
時
間
目
は
パ
ー
ツ
（
身
体
）
を
意
識
し
て
動
か
す
，
呼
吸
を
使
っ
て
柔

軟
性
を
高
め
る
．
３
～
８
時
間
目
は
授
業
前
半
で
カ
ー
ヴ
ィ
ー
ダ
ン
ス
を
行
い
，
後
半
で
は
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
全

身
で
踊
る
，
各
自
で
即
興
部
分
の
ポ
ー
ズ
を
か
っ
こ
よ
く
決
め
る
，
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
踊
る
，
自
由
に
リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
即
興
的
に
踊
る
，
と
展
開
し
た
．
7～
8時
間
目
の
授
業
後
半
で
は
TR
Fか
ら
習
得
し
た
ス
テ
ッ
プ
に
時

間
，
空
間
，
移
動
の
変
化
を
加
え
て
練
習
し
，
ミ
ニ
発
表
を
行
っ
た
．
9時
間
目
は
創
作
ダ
ン
ス
を
鑑
賞
し
，
ス

ト
ー
リ
ー
の
展
開
，
群
の
構
成
に
つ
い
て
学
ん
だ
．

記
載
な
し

41
安
江
美
保

19
99

小
学
校
の
表
現
（
低
学
年
）
表
現
リ
ズ
ム
遊
び

「
グ
ニ
ャ
グ
ニ
ャ
，
カ
ク
カ
ク
，
ド
ン
ド
ン
」
ー
オ

ノ
マ
ト
ペ
で
あ
そ
ぼ
う
ー

女
子
体
育

41
（
7・

8）
: 3
3-

34
実
践
的
研
究

小
学
校
2年

生

記
載
な
し

単
元
4時
間

①
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
に
の
っ
て
先
生
や
友
だ
ち
の
ま
ね
を
し
て
踊
っ
た
り
，
友
だ
ち
と
一
緒
に
自
由
に
踊
っ
た

り
し
て
リ
ズ
ム
遊
び
を
楽
し
む
．
②
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
絵
本
を
教
師
が
読
ん
だ
り
，
い
ろ
い
ろ
な
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
書

か
れ
た
カ
ー
ド
を
教
師
が
読
ん
だ
り
し
て
，
そ
の
音
か
ら
感
じ
る
ま
ま
に
踊
っ
て
楽
し
む
．
③
動
物
，
遊
園
地
，

忍
者
な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
音
楽
か
ら
，
思
い
つ
く
ま
ま
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
声
に
出
し
な
が
ら
踊
っ
て
楽
し
む
．

記
載
な
し

42
前
田
知
美

19
99

小
学
校
の
表
現
（
中
学
年
）
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
ー
軽
快

な
ロ
ッ
ク
や
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
ー

女
子
体
育

41
（
7・

8）
: 3
5-

37
実
践
的
研
究

小
学
校
3年

生

①
い
ろ
い
ろ
な
曲
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
，
踊
る
楽
し
さ
を
広
げ
る
．
②
１
つ
の
曲
で
の
り
方
を
工
夫
し
な
が
ら

「
の
り
」
を
楽
し
む
．

単
元
5時
間
．
1～
４
時
間
目
ま
で
3～
４
曲
メ
ド
レ
ー
で
流
し
，
自
由
に
踊
る
．
同
じ
曲
を
く
り
返
し
踊
り
，
リ

ズ
ム
の
特
徴
を
感
じ
て
踊
る
．

記
載
な
し

43
三
木
綾

子
・
川
口

千
代

20
00

学
校
体
育
に
お
け
る
ダ
ン
ス
領
域
に
関
す
る
研
究
ー

「
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
」
の
導
入
に
伴
っ

て
ー

女
子
体
育

42
（
11
・

12
）
:

76
-7
7

理
論
的
研
究

ー
ー

ー
ー
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44
水
落
美
佳

子
20
04

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
る
か
ら
だ
ー
発
達
段
階
に
応
じ

た
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の
単
元
ー

女
子
体
育

46
（
6）
:

20
-2
5

実
践
的
研
究

小
学
校

2,
4,
6年
生

小
学
校
2年
生

リ
ズ
ム
遊
び
：
軽
快
な
音
楽
に
の
っ
て
，
思
い
き
り
弾
ん
で
踊
っ
た
り
，
友
だ
ち
と
調
子
よ
く
踊
っ
た
り
し
て
リ

ズ
ム
遊
び
を
楽
し
む
．

小
学
校
4年
生

①
い
ろ
い
ろ
な
曲
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
，
全
身
で
弾
ん
で
，
友
達
と
自
由
に
楽
し
く
踊
る
こ
と
が
で
き
る
．
②
リ

ズ
ム
の
特
徴
を
生
か
し
た
乗
り
方
や
動
き
を
工
夫
し
な
が
ら
楽
し
く
踊
る
こ
と
が
で
き
る
．

小
学
校
6年
生

①
い
ろ
い
ろ
な
曲
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
，
リ
ズ
ム
の
違
い
を
体
で
感
じ
な
が
ら
，
友
達
と
自
由
に
楽
し
く
踊
る
こ

と
が
で
き
る
．
②
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
生
か
し
た
乗
り
方
や
動
き
を
工
夫
し
な
が
ら
，
自
分
た
ち
の
踊
り
を
創
っ
た

り
，
教
え
合
っ
た
り
し
て
楽
し
く
踊
る
こ
と
が
で
き
る
．

・
小
学
校
２
年
生

単
元
6時
間
．
1時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
リ
ズ
ム
遊
び
．
2～
5時
間
目
は
曲
調
の
違
う
曲
を
メ
ド
レ
ー

に
し
，
み
ん
な
で
踊
る
．
2人
組
に
な
っ
て
即
興
的
に
踊
る
．
教
師
の
投
げ
か
け
や
，
音
楽
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ

な
も
の
に
変
身
し
て
楽
し
く
踊
る
．
２
人
組
で
簡
単
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
な
が
ら
踊
る
．
ミ
ニ
交
換
会
を
行

い
，
自
分
た
ち
で
創
っ
た
動
き
を
見
せ
合
い
を
し
な
が
ら
踊
る
．
変
身
対
象
に
な
っ
て
，
全
員
で
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
弾
ん
で
踊
る
．
6時
間
目
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
．

・
小
学
校
4年
生

単
元
5時
間
．
１
時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
軽
快
な
ロ
ッ
ク
の
リ
ズ
ム
で
自
由
に
踊
る
こ
と
の
楽
し
さ

を
味
わ
う
．
リ
ズ
ム
に
乗
る
こ
と
と
，
み
ん
な
で
1曲
を
踊
り
き
る
．
２
～
4時
間
目
は
，
曲
調
の
違
う
4曲
の
メ

ド
レ
ー
を
み
ん
な
で
即
興
的
に
踊
る
．
グ
ル
ー
プ
で
ロ
ッ
ク
，
和
製
ロ
ッ
ク
，
サ
ン
バ
か
ら
1曲
を
選
ん
で
，
リ
ズ

ム
の
特
徴
を
生
か
し
た
動
き
を
出
し
合
い
，
工
夫
し
な
が
ら
踊
る
．
ミ
ニ
交
換
会
を
行
い
，
見
せ
合
い
を
す
る
．

交
換
会
で
教
え
合
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
全
員
で
踊
る
．
5時
間
目
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
う
．

・
小
学
校
6年
生

単
元
5時
間
．
１
時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
円
形
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
．
い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
の
曲
を

み
ん
な
で
即
興
的
に
踊
る
．
自
分
が
好
き
な
リ
ズ
ム
を
選
び
，
選
曲
別
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
．
2～
4時
間
目
は
，

曲
調
の
違
う
３
曲
の
メ
ド
レ
ー
を
み
ん
な
で
踊
り
，
そ
の
曲
の
も
つ
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
体
で
感
じ
と
り
な
が
ら
即

興
的
に
踊
る
．
選
曲
別
の
グ
ル
ー
プ
で
，
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
生
か
し
た
動
き
を
出
し
な
が
ら
踊
る
．
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
型
交
換
会
を
行
い
，
自
分
た
ち
の
踊
り
を
教
え
た
り
相
手
の
踊
り
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
一
緒
に

踊
る
．
交
換
会
で
教
え
合
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
，
グ
ル
ー
プ
で
踊
る
．
ア
ン
コ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
を
選
ん
で
，
全
員

で
一
緒
に
踊
る
．
6時
間
目
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
う
．

記
載
な
し

45
栗
原
知
子

20
07

リ
ズ
ム
か
ら
表
現
へ

女
子
体
育

49
（
7・

8）
: 4
0-

43
実
践
報
告

小
学
校
1年

生
（
低
学

年
）

単
元
の
目
標

①
い
ろ
い
ろ
な
動
き
を
試
し
て
み
た
り
，
動
き
を
作
っ
た
り
し
て
楽
し
む
．
②
友
だ
ち
の
動
き
を
受
け
入
れ
，
一

緒
に
楽
し
む
．
③
自
分
の
か
ら
だ
を
感
じ
る
．

本
時
の
目
標

①
い
ろ
い
ろ
な
動
き
を
試
し
て
み
た
り
，
動
き
を
作
っ
た
り
し
て
楽
し
む
．
②
友
だ
ち
の
動
き
を
受
け
入
れ
，
一

緒
に
楽
し
む
．

の
り
の
り
タ
イ
ム
（
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
動
く
）
．
ど
き
ど
き
タ
イ
ム
（
リ
ー
ダ
ー
の
ま
ね
を
し
て
，
い
ろ
い
ろ
な

動
き
を
み
つ
け
る
）
．
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
（
動
物
に
な
り
き
っ
て
動
く
，
ポ
ー
ズ
を
き
め
る
，
み
ん
な
で
動
く
）

記
載
な
し

46
北
川
桂
子

20
07

心
と
体
を
思
い
き
り
弾
ま
せ
て
～
表
現
リ
ズ
ム
遊
び

『
エ
ル
マ
ー
の
ぼ
う
け
ん
』
を
通
し
て
～

女
子
体
育

49
（
1）
:

20
-2
5

実
践
報
告

小
学
校
2年

生
記
載
な
し

単
元
5時
間
．
毎
時
間
前
半
の
時
間
を
リ
ズ
ム
遊
び
，
3曲
連
続
で
踊
り
，
お
へ
そ
を
動
か
す
よ
う
意
識
さ
せ
た
．

後
半
の
時
間
を
表
現
遊
び
と
し
て
展
開
し
た
．

記
載
な
し

47
村
田
芳

子
・
高
野

牧
子

20
09

こ
こ
だ
け
は
押
さ
え
た
い
！
リ
ズ
ム
と
表
現
の
ポ
イ

ン
ト

女
子
体
育

51 （
12
）
:

34
-3
7

理
論
的
研
究

ー
ー

ー
ー

48
村
田
芳

子
・
高
橋

和
子

20
09

「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
」

の
内
容
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 1
2-

13
理
論
的
研
究

ー
ー

ー
ー

49
太
田
一
枝

20
09

Ⅱ
実
技
指
導
編
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
（
1）

ロ
ッ
ク
（
基
本
）
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
は
ず
ん
で
踊
ろ

う

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 6
2-

63
実
践
的
研
究

幼
児
～
大
人

軽
快
な
ロ
ッ
ク
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
，
は
ず
む
動
き
で
自
由
に
踊
ろ
う
．
そ
し
て
，
友
だ
ち
と
一
緒
に
リ
ズ
ム
の

乗
り
方
や
動
き
を
工
夫
し
て
踊
ろ
う
．

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
は
教
師
主
導
で
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
ス
キ
ッ
プ
や
教
師
の
ま
ね
を
す
る
．
２
人
組

で
リ
ー
ダ
ー
を
交
代
し
な
が
ら
友
だ
ち
と
一
緒
に
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
踊
る
．
気
に
入
っ
た
動
き
を
つ
な
げ
て
踊

る
．
ア
フ
タ
ー
ビ
ー
ト
を
座
位
，
立
位
で
指
導
後
，
先
の
２
人
組
の
動
き
に
ア
フ
タ
ー
ビ
ー
ト
の
ア
ク
セ
ン
ト
を

加
え
て
行
う
．
別
の
2人
組
に
紹
介
す
る
．

記
載
な
し

50
國
川
聖
子

20
09

Ⅱ
実
技
指
導
編
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
（
2）

ロ
ッ
ク
（
や
さ
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
）
『
交
流

手
た
た
き
ダ
ン
ス
』

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 6
4-

65
実
践
的
研
究

小
学
生
～
高

齢
者

２
人
組
で
簡
単
な
４
つ
の
動
き
を
連
続
さ
せ
，
全
身
で
弾
ん
で
踊
る
恐
竜
ダ
ン
ス
．
仲
間
と
向
か
い
合
い
動
き
を

反
復
し
連
続
さ
せ
る
こ
と
で
，
思
い
切
り
踊
る
感
じ
を
味
わ
う
．
「
弾
む
」
を
通
し
て
互
い
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違

い
や
良
さ
を
認
め
合
い
楽
し
む
．

4つ
の
動
き
で
交
流
す
る
．
２
人
組
で
自
由
に
踊
る
（
回
る
，
ス
キ
ッ
プ
，
駆
け
足
）
．
手
た
た
き
と
足
の
動
き
を

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
全
身
で
音
楽
に
乗
り
な
が
ら
踊
る
．
ド
ー
・
シ
ー
・
ド
ー
で
入
れ
替
わ
り
，
向
か
い
合
っ
て

ウ
ェ
ー
ブ
，
背
中
合
わ
せ
の
ポ
ー
ズ
を
そ
れ
ぞ
れ
8×
２
行
う
．
そ
の
後
パ
ー
ト
ナ
ー
を
交
代
す
る
．

記
載
な
し

51
太
田
一
枝

20
09

Ⅱ
実
技
指
導
編
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
（
3）

サ
ン
バ
（
基
本
）
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
ろ

う

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 6
6-

67
実
践
的
研
究

小
学
生
～
大

人

サ
ン
バ
の
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
，
自
由
に
弾
ん
で
踊
る
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
，
へ
そ
の
前
後
ス
ウ
ィ
ン

グ
と
「
ウ
ン
・
タ
ッ
タ
」
の
サ
ン
バ
特
有
の
リ
ズ
ム
の
乗
り
方
を
工
夫
し
て
踊
ろ
う
．

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
音
楽
ん
も
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
弾
ん
で
踊
る
．
2人
組
で
サ
ン
バ
ス
テ
ッ
プ
を
練
習
す

る
．
自
分
た
ち
の
動
き
と
サ
ン
バ
ス
テ
ッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
る
．
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
を
強
調
し
て
行
う
．

記
載
な
し

52
村
田
芳
子

20
09

Ⅱ
実
技
指
導
編
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
（
4）

サ
ン
バ
（
応
用
編
）
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
『
風
に
な

り
た
い
』

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 6
4-

66
実
践
的
研
究

小
学
生
中
学

年
～
大
人

サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
慣
れ
て
き
た
ら
，
そ
の
応
用
と
し
て
1曲
を
通
し
て
踊
っ
て
み
よ
う
．
「
風
に
な
り
た
い
」
の

音
楽
を
感
じ
な
が
ら
，
全
体
を
通
し
て
み
ん
な
で
楽
し
く
踊
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
．

全
員
で
踊
る
パ
ー
ト
（
ス
テ
ッ
プ
と
ス
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
タ
ー
ン
で
移
動
，
サ
ン
バ
の
ス
テ
ッ
プ
と
ピ
ポ
ッ
ド
タ
ー

ン
，
両
手
を
伸
ば
し
て
体
重
移
動
，
両
足
と
び
タ
ー
ン
）
，
２
人
組
で
踊
る
パ
ー
ト
（
2人
で
手
を
つ
な
い
で
回

る
，
２
人
で
向
き
合
っ
て
全
体
の
パ
ー
ト
の
一
部
を
踊
る
，
見
る
の
ポ
ー
ズ
）
，
4人
組
で
自
由
に
踊
る
パ
ー
ト
，

先
の
動
き
で
全
員
が
サ
ン
バ
の
ス
テ
ッ
プ
で
集
ま
る
，
み
ん
な
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ー
ン

記
載
な
し

53
牛
山
眞
貴

子
20
09

Ⅱ
実
技
指
導
編
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
（
5）

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
（
基
本
）

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 7
0-

71
実
践
的
研
究

小
学
校
中
学

年
～
高
校
生

お
へ
そ
の
中
心
か
ら
湧
き
上
が
る
よ
う
な
よ
う
な
縦
の
り
で
動
き
な
が
ら
リ
ズ
ム
を
表
現
す
る
，
全
身
を
弾
ま
せ

る
，
動
き
を
繋
い
で
踊
る

お
へ
そ
を
自
分
で
押
さ
え
，
そ
こ
を
中
心
に
上
下
左
右
前
後
に
動
か
す
．
お
へ
そ
を
中
心
に
「
あ
い
う
え
お
」
を

空
中
に
描
き
，
あ
て
っ
こ
を
す
る
．
手
拍
子
と
ジ
ャ
ン
プ
の
群
に
分
か
れ
て
同
時
に
行
う
．
伸
び
る
ー
落
と
す
の

動
き
を
行
う
．

手
拍
子
，
ジ
ャ
ン
プ
に
そ
の
他
の
動
き
を
加
え
て
セ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
．
縦
の
り
を
入
れ
た
サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
，
ジ
ャ

ン
プ
を
組
み
合
わ
せ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
ン
，
ト
ゥ
エ
ル
を
習
得
す
る
．
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
グ
ル
ー
プ
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
を
つ
く
る
．

記
載
な
し

54
牛
山
眞
貴

子
20
09

Ⅱ
実
技
指
導
編
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
（
6）

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
（
発
展
編
）
フ
レ
ー
ズ
・
ブ
レ
イ
キ

ン

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 7
2-

73
実
践
的
研
究

中
学
年
～
高

校
生

フ
レ
ー
ズ
を
作
っ
て
全
身
・
全
力
で
踊
る
こ
と
，
チ
ー
ム
練
習
を
通
し
て
「
体
力
の
向
上
」
「
達
成
感
」
「
自
己

有
能
感
」
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
を
引
き
出
す

お
へ
そ
を
自
分
で
押
さ
え
，
そ
こ
を
中
心
に
上
下
左
右
前
後
に
動
か
す
．
お
へ
そ
を
中
心
に
「
あ
い
う
え
お
」
を

空
中
に
描
き
，
あ
て
っ
こ
を
す
る
．
手
拍
子
と
ジ
ャ
ン
プ
の
群
に
分
か
れ
て
同
時
に
行
う
．
伸
び
る
ー
落
と
す
の

動
き
を
行
う
．

両
手
を
床
に
つ
い
て
開
脚
し
，
片
手
足
抜
き
．
仰
向
け
，
背
倒
立
，
側
転
．
座
位
前
方
片
足
あ
げ
，
片
手
ツ
イ
ス

ト
（
止
め
る
動
き
）
．
こ
れ
ま
で
の
動
き
を
組
み
合
わ
せ
，
グ
ル
ー
プ
で
練
習
し
，
動
き
の
強
弱
，
細
か
く
ー
大

き
く
，
動
く
ー
止
ま
る
の
変
化
を
つ
け
る
．
曲
や
動
き
を
自
分
た
ち
で
ア
レ
ン
ジ
す
る
．

記
載
な
し

55
中
村
な
お

み
20
09

Ⅱ
実
技
指
導
編
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
現
代
的
な
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
（
7）

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
&

ア
ッ
プ
ロ
ッ
ク
に
挑
戦
！

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 7
4-

75
実
践
的
研
究

中
学
生
～
大

学
生

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
く
．
か
っ
こ
よ
く
，
美
し
く
踊
る

88
44
22
11
11
の
拍
子
に
合
わ
せ
て
簡
単
な
動
き
を
行
う
．
経
験
の
あ
る
動
き
を
リ
ズ
ム
を
変
え
て
行
う
．
動
き

を
も
ち
よ
り
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
行
う
．

ア
ッ
プ
ロ
ッ
ク
を
覚
え
た
後
，
1曲
を
通
し
て
踊
る
（
２
人
組
，
２
群
，
自
由
パ
ー
ト
，
全
員
）
．

記
載
な
し

56
甲
斐
富
美

子
20
09

Ⅲ
実
践
報
告
編
（
3）
中
学
校

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
か
ら
創
作
ダ
ン
ス
へ
～

中
学
3年
・
男
女
共
習
の
例
～

女
子
体
育

51
（
7・

8）
: 9
6-

99
実
践
的
研
究

中
学
校
３
年

生

単
元
の
ね
ら
い

感
じ
を
込
め
て
踊
っ
た
り
，
み
ん
な
で
踊
っ
た
り
す
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
，
互
い
の
違
い
や
よ
さ
を
認
め

合
お
う
と
す
る
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

課
題
に
応
じ
た
運
動
の
取
り
組
み
方
を
工
夫
す
る
（
思
考
・
判
断
）

リ
ズ
ム
を
特
徴
で
と
ら
え
，
変
化
の
あ
る
動
き
を
組
み
合
わ
せ
て
，
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
全
身
で
踊
る
こ
と
が
で
き

る
．
ま
た
ダ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ド
を
手
が
か
り
に
動
き
を
工
夫
し
，
動
き
の
極
限
を
引
き
出
し
，
踊
る
こ
と
が
で
き

る
（
技
能
）

ダ
ン
ス
の
特
性
，
踊
り
の
由
来
と
表
現
の
仕
方
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
知
識
・
理
解
）

単
元
7時
間
．
毎
時
間
導
入
で
体
ほ
ぐ
し
を
行
う
．
1,
2時
間
は
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
を
扱
う
．
リ
ズ
ム
に

の
っ
て
，
弾
む
，
回
る
，
ね
じ
る
，
ス
キ
ッ
プ
な
ど
の
動
き
を
く
り
返
し
て
即
興
的
に
踊
る
．
ロ
ッ
ク
，
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
等
の
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
と
ら
え
，
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
お
へ
そ
を
中
心
に
踊
る
．

3～
7時
間
は
創
作
ダ
ン
ス
を
扱
い
，
3時
間
目
は
乗
り
や
く
ず
し
か
ら
動
き
づ
く
り
へ
と
発
展
さ
せ
る
．

記
載
な
し

57
山
崎
大
志

20
11

Ⅱ
実
践
編
　
小
学
校
　
表
現
運
動
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

リ
ズ
ム
DE
即
興

女
子
体
育

53
（
8・

9）
: 3
0-

35
実
践
的
研
究

小
学
校
高
学

年

感
じ
た
リ
ズ
ム
を
即
興
的
に
表
現
す
る
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
わ
せ
，
踊
る
こ
と
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
．

単
元
6時
間
．
毎
時
間
の
導
入
に
円
形
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
，
2人
組
即
興
ダ
ン
ス
を
行
う
．
１
～
3時
間
目
は

リ
ズ
ム
の
ち
が
い
を
感
じ
な
が
ら
，
い
ろ
い
ろ
な
曲
で
即
興
的
に
踊
っ
て
み
る
．
単
元
の
進
行
に
伴
い
こ
の
時
間

を
減
ら
し
，
そ
れ
に
変
わ
っ
て
，
リ
ズ
ム
別
の
グ
ル
ー
プ
で
よ
り
お
も
し
ろ
い
ダ
ン
ス
を
創
り
上
げ
，
5,
6時
間
目

の
後
半
の
時
間
は
ダ
ン
ス
の
交
流
を
行
う
．

記
載
な
し

58
太
田
一
枝

20
11

Ⅱ
実
践
編
　
中
学
校
　
ダ
ン
ス
　
現
代
的
な
リ
ズ
ム

の
ダ
ン
ス

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
自
由
に
踊
ろ
う

女
子
体
育

53
（
8・

9）
: 5
0-

55
実
践
的
研
究

中
学
生

音
楽
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
，
全
身
で
自
由
に
弾
ん
で
踊
る
こ
と
を
楽
し
む
と
と
も
に
，
互
い
の
動
き
の
よ
さ
を
認

め
合
っ
て
，
誰
と
で
も
楽
し
く
踊
ろ
う
と
す
る
．

音
楽
の
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
と
ら
え
た
動
き
を
見
つ
け
た
り
発
展
す
る
方
法
を
見
つ
け
た
り
す
る
．
ま
た
，
見
せ
合

い
や
発
表
で
は
，
お
互
い
の
動
き
の
よ
い
と
こ
ろ
を
感
じ
と
っ
て
，
成
果
を
確
か
め
合
う
．

リ
ズ
ム
の
特
徴
を
と
ら
え
た
全
身
を
使
っ
た
動
き
で
，
踊
る
こ
と
が
で
き
る
．
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
は
，

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
，
交
流
し
た
り
す
る
こ
と
が
楽
し
い
運
動
で
あ
る
と
い
う
特
性
や
，
学
習
の
進
め

方
を
理
解
す
る
．
ま
た
，
音
楽
の
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
と
ら
え
た
乗
り
方
を
理
解
す
る
．

単
元
10
時
間
．
1,
2時
間
目
は
ロ
ッ
ク
，
3,
4時
間
目
は
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
で
教
師
主
導
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
，

2人
組
で
踊
る
，
本
時
の
リ
ズ
ム
の
乗
り
方
の
特
徴
を
知
る
，
2人
組
の
動
き
を
発
展
さ
せ
て
踊
っ
た
り
，
バ
ト
ル

を
し
た
り
す
る
．
4～
8時
間
目
は
グ
ル
ー
プ
で
リ
ズ
ム
を
選
択
し
動
き
を
創
っ
て
踊
る
．
9,
10
時
間
目
は
グ
ル
ー

プ
の
動
き
を
紹
介
し
合
い
，
ク
ラ
ス
全
員
で
踊
る
．

記
載
な
し

59
島
岡
彰
子

20
11

Ⅱ
実
践
編
　
高
等
学
校
　
ダ
ン
ス
　
現
代
的
な
リ
ズ

ム
の
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
会
ダ
ン
ス
発
表
に
む
け
て
の
試
み
　
弾

け
る
ダ
ン
ス
で
弾
け
る
笑
顔
を
！

女
子
体
育

53
（
8・

9）
: 7
0-

75
実
践
的
研
究

高
等
学
校

音
楽
の
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ズ
ム
や
テ
ン
ポ
を
活
か
し
て
全
身
で
自
由
に
踊
る
ダ
ン
ス
を
習
得
し
，
「
弾
む
身
体
の
開

放
感
」
や
「
仲
間
と
踊
る
歓
び
」
を
味
わ
う
と
と
も
に
，
見
て
い
る
人
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
作
品
や
表
現
へ

と
発
展
さ
せ
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
．

単
元
10
時
間
．
1,
2時
間
目
で
は
目
標
づ
く
り
を
行
っ
た
後
，
体
ほ
ぐ
し
と
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
と
ら

え
た
動
き
に
挑
戦
す
る
．
3時
間
目
は
2つ
の
動
き
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
う
．
既
習
の
動
き
を
行
い
な
が
ら
，
作

品
の
音
楽
を
決
め
る
．
4～
9時
間
目
は
，
6つ
の
動
き
を
紹
介
し
，
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
，
グ
ル
ー
プ
で
役
割

や
目
標
を
決
め
，
創
作
や
練
習
を
行
う
．
10
時
間
目
は
ス
ト
レ
ッ
チ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
，
作
品
を
発
表
す

る
．

記
載
な
し

60
金
田
典
子

20
11

Ⅲ
〈
さ
ら
に
広
が
る
素
材
集
！
〉
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
①

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
導
入
編

女
子
体
育

53
（
8・

9）
: 9
4-

95
実
践
的
研
究

小
学
校
中
学

年

ロ
ッ
ク
や
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
，
友
だ
ち
と
自
由
に
弾
ん
で
踊
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
．
リ

ズ
ム
の
特
徴
と
ら
え
，
リ
ズ
ム
に
あ
っ
た
乗
り
方
で
踊
り
を
楽
し
む
．

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
し
て
，
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
の
曲
に
乗
っ
て
自
由
に
踊
る
．
始
め
は
教
師
の
ま
ね
を
し
な
が

ら
，
次
に
2人
組
の
リ
ー
ダ
ー
を
交
代
し
な
が
ら
行
う
．
そ
の
場
で
膝
や
お
お
へ
そ
を
動
か
し
8ビ
ー
ト
の
ロ
ッ
ク

の
リ
ズ
ム
の
乗
り
方
を
つ
か
む
．
ス
キ
ッ
プ
で
移
動
し
た
り
，
手
を
動
か
し
た
り
，
ひ
ね
っ
た
り
す
る
動
き
に
ア

ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
全
身
で
即
興
的
に
踊
る
．
2人
組
で
手
を
つ
な
い
で
回
っ
た
り
，
体
を
ぶ
つ
け
合
っ
た
り
し

て
リ
ズ
ム
を
感
じ
る
．
ロ
ッ
ク
か
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
を
選
び
，
友
だ
ち
と
動
き
を
考
え
た
り
グ
ル
ー
プ
で
見
つ
け

た
り
す
る
．
友
だ
ち
の
よ
い
動
き
を
ま
ね
る
．
1曲
ご
と
に
ミ
ニ
発
表
会
を
行
い
，
参
加
型
発
表
会
を
行
い
み
ん

な
で
踊
る
．

記
載
な
し

61
川
村
由
美

20
11

Ⅲ
〈
さ
ら
に
広
が
る
素
材
集
！
〉
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
②

ロ
ッ
ク
の
リ
ズ
ム
で
楽
し
く
踊
ろ
う
！
！

女
子
体
育

53
（
8・

9）
: 9
6-

97
実
践
的
研
究

小
学
校
中
学

年
～
高
等
学

校

①
誰
と
で
も
仲
よ
く
楽
し
く
踊
ろ
う
．
②
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
ろ
う
．
③
友
だ
ち
と
一
緒
に
，
動
き
を
工
夫
し
て

踊
ろ
う
．

教
師
の
リ
ー
ド
，
2人
組
で
，
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
ま
ね
し
て
踊
る
．
楽
し
か
っ
た
動
き
を
中
心
に
2人
組
で
踊

る
．
パ
ー
ト
ナ
ー
を
交
代
し
て
踊
り
，
時
間
や
空
間
，
身
体
に
変
化
を
つ
け
て
踊
る
．
最
後
に
ポ
ー
ズ
を
決
め

る
．
　
4人
組
で
リ
ー
ダ
ー
を
交
代
し
な
が
ら
踊
る
．
4人
の
関
係
に
変
化
を
つ
け
て
踊
る
．
最
後
は
ポ
ー
ズ
を
決

め
る
．
グ
ル
ー
プ
単
位
で
即
興
で
の
交
流
会
を
行
い
，
最
後
は
全
員
で
踊
る
．

記
載
な
し

62
白
井
麻
子

20
11

Ⅲ
〈
さ
ら
に
広
が
る
素
材
集
！
〉
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
③

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
動
き
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
リ
ズ
ム
ダ

ン
ス
へ

女
子
体
育

53
（
8・

9）
: 9
8-

99
実
践
的
研
究

小
学
校
高
学

年
～
社
会
人

「
身
体
で
文
字
を
書
く
」
動
き
を
使
っ
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
格
好
い
い
ダ
ン
ス
に
挑
戦
す
る
．

サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
，
ボ
ッ
ク
ス
ス
テ
ッ
プ
，
ダ
ウ
ン
の
リ
ズ
ム
と
り
と
い
っ
た
基
本
の
ス
テ
ッ
プ
を
行
う
．
ダ
ウ
ン

と
ア
ッ
プ
を
入
れ
た
足
じ
ゃ
ん
け
ん
の
ス
テ
ッ
プ
を
行
う
．
2人
組
に
な
っ
て
片
方
の
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
の
部
位
を

相
手
が
指
示
す
る
方
向
に
音
楽
に
の
っ
て
動
か
す
．
交
代
で
行
う
際
に
16
ビ
ー
ト
や
動
き
の
速
さ
に
変
化
を
つ
け

て
行
う
．
身
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
で
文
字
を
書
き
，
2人
組
で
そ
の
ダ
ン
ス
を
教
え
合
い
，
音
楽
に
合
わ
せ
て

練
習
す
る
．
文
字
の
動
き
に
前
半
の
足
じ
ゃ
ん
け
ん
の
動
き
を
合
わ
せ
る
．
文
字
あ
て
ク
イ
ズ
を
行
う
．
円
形
で

発
表
会
を
行
う
．

記
載
な
し

63
高
田
康

史
・
松
尾

千
秋

20
11

Ⅲ
〈
さ
ら
に
広
が
る
素
材
集
！
〉
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
④

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
　
ス
テ
ッ
プ
集

女
子
体
育

53
（
8・

9）
:

10
0-
10
1
実
践
的
研
究

中
学
生
以
上
記
載
な
し

ボ
ッ
ク
ス
，
ス
マ
ー
フ
，
サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
，
ス
ラ
イ
ド
，
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
，
2ス
テ
ッ
プ
，
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
ン
を

紹
介
．
こ
れ
ら
の
ス
テ
ッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
て
2×
8の
ス
テ
ッ
プ
を
紹
介
．

記
載
な
し

64
小
林
治
雄

20
08

リ
ズ
ム
と
表
現
を
楽
し
む
「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
」
の
授

業
体
育
科
教
育
40
: 4
0-

43
実
践
的
研
究

小
学
校
5年

生

単
元
の
目
標

〈
関
心
・
意
欲
・
態
度
〉
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
の
特
性
に
関
心
を
も
ち
，
仲
間
と
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
る

楽
し
さ
を
共
有
す
る
．

〈
思
考
・
判
断
〉
ダ
ン
ス
の
見
せ
合
い
や
ダ
ン
ス
の
基
礎
練
習
を
通
し
て
，
自
分
や
友
だ
ち
の
動
き
の
よ
さ
に
気

付
く
．

〈
技
能
〉
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
リ
ズ
ム
に
乗
り
，
全
身
を
使
っ
て
踊
る
こ
と
が
で
き
る
．

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
は
，
音
楽
な
し
で
の
ダ
ウ
ン
の
リ
ズ
ム
と
り
（
座
位
）
，
音
楽
あ
り
で
の
ダ
ウ
ン
の
リ

ズ
ム
と
り
（
立
位
）
，
ダ
ウ
ン
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
歩
く
，
ダ
ウ
ン
の
リ
ズ
ム
で
サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
，
ダ
ウ
ン
の

リ
ズ
ム
で
ボ
ッ
ク
ス
ス
テ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
．

よ
い
動
き
の
指
導
（
肘
や
膝
の
使
い
方
）
は
教
師
主
導
で
行
わ
れ
た
．
リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
て
動
け
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
口
伴
奏
を
行
っ
た
．

単
元
4時
間
．
1時
間
目
は
教
師
も
一
緒
に
ダ
ウ
ン
の
リ
ズ
ム
を
意
識
し
て
踊
る
．
2時
間
目
は
２
人
組
で
踊
っ
た

後
，
4～
6人
で
振
り
付
け
を
考
え
な
が
ら
踊
る
．
3時
間
目
も
同
様
に
振
り
付
け
を
考
え
な
が
ら
踊
り
，
ビ
デ
オ

で
そ
れ
を
確
認
す
る
．
4時
間
目
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（
バ
ト
ル
形
式
）
を
行
う
．

形
成
的
授
業
評
価
を
行
い
，
ほ
と
ん

ど
の
項
目
，
時
間
で
2.
8以
上
の
値

を
示
し
て
い
る
．
単
元
前
後
の
ダ
ン

ス
の
意
識
調
査
で
，
単
元
前
8/
28

ダ
ン
ス
が
嫌
い
て
い
た
が
，
単
元
後

28
人
全
員
が
好
き
と
答
え
て
い
る
．

65
渡
邊
浩
幸

20
05

は
じ
め
て
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の
授
業
を
す
る
先
生
へ

体
育
科
教
育
10
: 2
2-

26
実
践
的
研
究

小
学
校
中
学

年

単
元
の
目
標

め
あ
て
①
い
ろ
い
ろ
な
曲
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
く
踊
る
．

め
あ
て
②
1つ
の
曲
を
繰
り
返
し
，
の
り
方
の
工
夫
を
し
て
踊
り
込
む
．

ダ
ン
ス
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
（
体
ほ
ぐ
し
）
を
教
師
主
導
で
行
う
．
さ
ま
ざ
ま
な
曲
に
合
わ
せ
て
2人
組
で
踊

る
．
そ
の
間
，
4つ
の
く
ず
し
を
入
れ
る
よ
う
声
か
け
を
行
う
．
後
半
で
は
1曲
を
く
り
返
し
，
そ
の
曲
や
リ
ズ
ム

の
特
徴
を
生
か
し
た
の
り
方
や
動
き
で
踊
ら
せ
る
．
全
員
で
踊
っ
た
り
，
バ
ト
ル
形
式
で
行
っ
た
り
す
る
交
流
会

を
行
う
．

記
載
な
し

66
井
上
正
司

20
00

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の
授
業
に
挑
む
ー
私
に
も
で
き
た
ダ

ン
ス
の
指
導
ー

体
育
科
教
育
7:
 2
6-
27

実
践
的
研
究

記
載
な
し

記
載
な
し

単
元
8時
間
中
，
前
半
5時
間
は
の
り
や
変
化
（
く
ず
し
）
を
楽
し
ま
せ
る
．
後
半
3時
間
は
，
仲
間
と
と
も
に
動

き
を
工
夫
し
な
が
ら
踊
ら
せ
た
．

一
授
業
で
は
，
導
入
に
体
ほ
ぐ
し
を
行
い
，
そ
の
後
，
グ
ル
ー
プ
で
踊
っ
た
り
，
工
夫
し
た
り
，
見
せ
合
っ
た
り

し
た
．
最
後
は
全
体
で
踊
る
．
学
習
カ
ー
ド
を
用
い
て
友
だ
ち
の
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
を
記
述
さ
せ
伝
え
た
．

記
載
な
し

67
津
田
幸
保

20
13

リ
ズ
ム
ジ
ャ
ン
プ
を
使
っ
た
ダ
ン
ス
指
導

体
育
科
教
育
6:
 4
6-
47

実
践
的
研
究

記
載
な
し

記
載
な
し

基
本
の
ス
テ
ッ
プ
，
ダ
ン
ス
ス
テ
ッ
プ
（
ジ
ャ
ン
プ
ス
テ
ッ
プ
を
ア
レ
ン
ジ
，
一
授
業
に
つ
い
き
4種
類
程
度
）
，

ス
テ
ッ
プ
の
組
み
合
わ
せ
，
発
表
．

単
元
を
10
時
間
で
構
想
し
て
お
り
，
1～
5時
間
は
リ
ズ
ム
に
慣
れ
る
こ
と
，
約
20
種
類
の
ス
テ
ッ
プ
を
学
習
．
6

～
9時
は
グ
ル
ー
プ
で
発
表
用
の
ダ
ン
ス
を
創
作
．
10
時
間
目
に
グ
ル
ー
プ
発
表
．

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
を
動
き
で
は
な
く
リ
ズ
ム
と
い
う
方
向
か
ら
学
習
す
る
指
導
法
で
あ
る
．

記
載
な
し

68
米
川
浩
司

20
14

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
ス
テ
ッ
プ
踏
ん
で
En
jo
yエ
ア
ロ
ビ
ク

ス
ダ
ン
ス
!!

体
育
科
教
育
3:
 5
8-
61

実
践
的
研
究

小
学
校
5年

生

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
ダ
ン
ス
の
動
き
を
楽
し
み
，
自
分
や
友
だ
ち
の
体
を
意
識
し
な
が
ら
動
き
続
け
て
，
「
健
康
的

に
疲
れ
に
く
い
体
を
つ
く
る
こ
と
」

PR
E（
主
観
的
運
動
強
度
）
に
つ
い
て
説
明
．
基
本
と
な
る
ス
テ
ッ
プ
や
腕
の
動
か
し
方
を
市
販
DV
Dや
他
校
の

実
践
か
ら
参
考
に
，
グ
ル
ー
プ
で
動
き
の
パ
タ
ー
ン
を
つ
く
り
実
践
す
る
．
テ
ン
ポ
や
動
き
の
大
き
さ
や
速
さ
，

操
作
す
る
身
体
の
部
位
，
体
重
移
動
等
の
ア
イ
デ
ア
を
加
え
，
さ
ら
に
工
夫
さ
せ
る
．

記
載
な
し

69
池
澤
道
弘

20
01

地
域
の
人
と
と
も
に
創
る
学
校
体
育

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
の
T・
Tで
行
う
リ
ズ
ム
ダ

ン
ス
の
授
業

学
校
体
育

8:
 1
4-
15

実
践
的
研
究

小
学
校
5年

生

リ
ズ
ム
に
慣
れ
る
こ
と
，
ロ
ッ
ク
，
サ
ン
バ
，
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
3種
類
の
リ
ズ
ム
に
の
る
，
自
分
た
ち
の
ダ
ン
ス

を
つ
く
る

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
5年
生
の
保
護
者
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
指
導
経
験
者
）
，
創
作
ダ
ン
ス
部
に
所
属
し
て
い
る
大

学
生
と
し
た
．

・
単
元
計
画

リ
ズ
ム
に
慣
れ
る
た
め
に
ク
ラ
ッ
プ
ダ
ン
ス
や
即
興
表
現
を
行
っ
た
．
ロ
ッ
ク
，
サ
ン
バ
，
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
3種

類
の
リ
ズ
ム
に
の
る
た
め
の
基
本
の
動
き
を
振
り
写
し
し
行
っ
た
．
好
き
な
曲
別
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
，
先
に

学
習
し
た
基
本
の
動
き
を
も
と
に
し
て
自
分
た
ち
の
ダ
ン
ス
を
創
作
し
た
．

記
載
な
し

70
太
田
一
枝

20
00

い
ろ
い
ろ
な
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
自
由
に
思

い
っ
き
り
踊
ろ
う

ー
中
学
校
「
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
」
男
女
共

習
2・
3年
縦
割
り
ク
ラ
ス
で
の
実
践
ー

学
校
体
育

12
: 1
6-

19
実
践
的
研
究

中
学
校
2,
3

年
生
縦
割
り
ク
ラ

ス

ユ
ー
ロ
ビ
ー
ト
，
ロ
ッ
ク
，
サ
ン
バ
，
レ
ゲ
エ
，
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
音
楽
に
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
と
ら
え
て
乗
れ
る

こ
と
，
仲
間
と
関
わ
り
楽
し
く
踊
る
こ
と
．

単
元
の
目
標

①
音
楽
に
の
っ
て
，
体
を
せ
い
い
っ
ぱ
い
使
っ
て
自
由
に
踊
る
こ
と
を
楽
し
む
．

②
い
ろ
い
ろ
な
音
楽
の
リ
ズ
ム
や
特
徴
を
つ
か
ん
で
踊
り
，
簡
単
に
工
夫
し
て
踊
る
こ
と
が
で
き
る
．
③
い
ろ
い

ろ
な
人
と
関
わ
っ
て
踊
る
こ
と
を
通
し
て
，
自
他
の
個
性
を
認
め
，
お
互
い
の
動
き
や
工
夫
の
仕
方
を
理
解
す

る
．

授
業
導
入
で
は
体
ほ
ぐ
し
を
毎
時
間
実
施
し
た
．
そ
の
後
，
先
生
や
リ
ー
ダ
ー
の
動
き
を
ま
ね
し
て
踊
る
，
リ
ズ

ム
の
の
り
方
を
つ
か
み
，
自
由
即
興
で
踊
る
，
リ
ズ
ム
の
の
り
方
の
強
調
と
動
き
の
変
化
を
加
え
，
工
夫
し
た
動

き
で
踊
る
．

記
載
な
し

71
佐
田
壽

子
・
井
上

正
司

20
00

踊
る
こ
と
で
新
し
い
自
分
を
発
見
す
る
, 表
現
・
リ

ズ
ム
ダ
ン
ス
の
学
習

学
校
体
育

12
: 1
2-

15
実
践
的
研
究

〈
佐
田
〉

小
学
校
5年

生 〈
井
上
〉

小
学
校
6年

生

〈
佐
田
〉

表
現
し
た
い
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
を
湧
か
せ
た
り
広
げ
た
り
し
な
が
ら
，
お
も
い
き
り
踊
り
を
楽
し
も
う
と
す
る
．

な
り
き
っ
て
感
じ
を
込
め
て
踊
っ
た
り
イ
メ
ー
ジ
を
す
ば
や
く
動
き
に
変
え
た
り
で
き
る
．

〈
井
上
〉

い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
の
曲
に
の
っ
て
，
思
い
つ
く
ま
ま
に
自
由
に
踊
っ
て
楽
し
も
う
と
す
る
．
グ
ル
ー
プ
で
動
き

や
場
の
使
い
方
を
工
夫
し
て
踊
り
，
グ
ル
ー
プ
同
士
で
見
せ
合
っ
た
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
．

〈
佐
田
〉

表
現
種
目
の
な
か
で
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
実
践
で
あ
る
．
記
述
に
よ
る
学
習
の
振
り
返
り
，
を
あ
げ
て

い
る
．
1曲
目
は
個
々
を
自
由
に
踊
ら
せ
，
2曲
目
は
グ
ル
ー
プ
で
円
に
な
り
，
そ
の
中
心
で
踊
り
た
い
子
が
踊

り
，
そ
の
他
の
子
ど
も
は
そ
の
真
似
を
し
た
．
興
味
や
イ
メ
ー
ジ
を
沸
か
せ
る
た
め
に
子
ど
も
に
人
気
の
あ
る
曲

や
ダ
ン
ス
の
VT
Rを
使
用
し
た
り
，
題
材
の
イ
メ
ー
ジ
を
湧
か
せ
る
の
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ル
タ
や
学
習
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
．

〈
井
上
〉

単
元
6時
間
．
前
半
5時
間
は
の
り
や
く
ず
し
を
楽
し
み
，
後
半
3時
間
は
グ
ル
ー
プ
で
の
動
き
の
工
夫
を
し
て

踊
っ
た
．
学
習
カ
ー
ド
（
ダ
ン
サ
ー
紹
介
カ
ー
ド
）
を
活
用
し
て
い
る
．
体
育
着
で
は
な
く
衣
装
（
私
服
）
を
採

用
．

記
載
な
し

72
金
田
典
子

20
00

一
人
ひ
と
り
が
踊
る
楽
し
さ
を
広
げ
る
表
現
リ
ズ
ム

遊
び
ー
2年
生
「
乗
り
物
で
GO
！
」
の
実
践
を
通
し

て
ー

学
校
体
育

12
: 8
-1
1
実
践
的
研
究

小
学
校
2年

生

リ
ズ
ム
遊
び

軽
快
な
曲
に
合
わ
せ
て
，
思
い
き
り
弾
ん
で
踊
っ
た
り
，
友
だ
ち
と
調
子
よ
く
踊
っ
た
り
し
て
，
り
ず
む
に
の
っ

て
踊
る
こ
と
を
楽
し
む
．

表
現
遊
び

い
ろ
い
ろ
な
乗
り
物
に
変
身
し
て
思
い
つ
く
ま
ま
踊
っ
た
り
，
友
だ
ち
と
一
緒
に
簡
単
な
工
夫
を
し
な
が
ら
踊
っ

た
り
し
て
，
な
り
き
っ
て
踊
る
こ
と
を
楽
し
む
．

単
元
5時
間
．
1時
間
の
前
半
に
リ
ズ
ム
遊
び
，
後
半
に
表
現
遊
び
を
位
置
づ
け
る
．
1時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
，
2～
３
曲
の
メ
ド
レ
ー
で
踊
る
．
変
身
し
た
い
乗
り
物
に
な
り
自
由
に
踊
る
．
2～
4時
間
目
は
友
だ
ち

と
楽
し
く
踊
る
た
め
の
約
束
を
確
認
し
た
後
，
始
め
は
教
師
が
ジ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ッ
プ
な
ど
の
優
し
い
動
き
で

リ
ー
ド
し
た
り
，
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
遊
び
を
取
り
入
れ
た
後
，
2人
組
で
リ
ズ
ム
遊
び

を
す
る
．
表
現
を
遊
び
を
す
る
．
共
通
の
テ
ー
マ
の
乗
り
物
を
み
ん
な
で
踊
る
，
2～
4人
組
で
変
身
し
た
い
乗
り

物
に
な
り
，
自
由
に
踊
る
．
メ
ド
レ
ー
形
式
で
見
せ
合
っ
て
，
感
じ
を
確
か
め
合
う
．
5時
間
目
は
誰
と
で
も
リ
ズ

ム
遊
び
を
す
る
．
好
き
な
乗
り
物
に
な
り
，
友
だ
ち
と
自
由
に
踊
る
．
メ
ド
レ
ー
形
式
で
見
せ
合
っ
て
発
表
を
す

る
．

記
載
な
し
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59
島
岡
彰
子

20
11

Ⅱ
実
践
編
　
高
等
学
校
　
ダ
ン
ス
　
現
代
的
な
リ
ズ

ム
の
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
会
ダ
ン
ス
発
表
に
む
け
て
の
試
み
　
弾

け
る
ダ
ン
ス
で
弾
け
る
笑
顔
を
！

女
子
体
育

53
（
8・

9）
: 7
0-

75
実
践
的
研
究

高
等
学
校

音
楽
の
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ズ
ム
や
テ
ン
ポ
を
活
か
し
て
全
身
で
自
由
に
踊
る
ダ
ン
ス
を
習
得
し
，
「
弾
む
身
体
の
開

放
感
」
や
「
仲
間
と
踊
る
歓
び
」
を
味
わ
う
と
と
も
に
，
見
て
い
る
人
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
作
品
や
表
現
へ

と
発
展
さ
せ
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
．

単
元
10
時
間
．
1,
2時
間
目
で
は
目
標
づ
く
り
を
行
っ
た
後
，
体
ほ
ぐ
し
と
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
と
ら

え
た
動
き
に
挑
戦
す
る
．
3時
間
目
は
2つ
の
動
き
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
う
．
既
習
の
動
き
を
行
い
な
が
ら
，
作

品
の
音
楽
を
決
め
る
．
4～
9時
間
目
は
，
6つ
の
動
き
を
紹
介
し
，
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
，
グ
ル
ー
プ
で
役
割

や
目
標
を
決
め
，
創
作
や
練
習
を
行
う
．
10
時
間
目
は
ス
ト
レ
ッ
チ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
，
作
品
を
発
表
す

る
．

記
載
な
し

60
金
田
典
子

20
11

Ⅲ
〈
さ
ら
に
広
が
る
素
材
集
！
〉
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
①

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
導
入
編

女
子
体
育

53
（
8・

9）
: 9
4-

95
実
践
的
研
究

小
学
校
中
学

年

ロ
ッ
ク
や
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
，
友
だ
ち
と
自
由
に
弾
ん
で
踊
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
．
リ

ズ
ム
の
特
徴
と
ら
え
，
リ
ズ
ム
に
あ
っ
た
乗
り
方
で
踊
り
を
楽
し
む
．

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
し
て
，
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
の
曲
に
乗
っ
て
自
由
に
踊
る
．
始
め
は
教
師
の
ま
ね
を
し
な
が

ら
，
次
に
2人
組
の
リ
ー
ダ
ー
を
交
代
し
な
が
ら
行
う
．
そ
の
場
で
膝
や
お
お
へ
そ
を
動
か
し
8ビ
ー
ト
の
ロ
ッ
ク

の
リ
ズ
ム
の
乗
り
方
を
つ
か
む
．
ス
キ
ッ
プ
で
移
動
し
た
り
，
手
を
動
か
し
た
り
，
ひ
ね
っ
た
り
す
る
動
き
に
ア

ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
全
身
で
即
興
的
に
踊
る
．
2人
組
で
手
を
つ
な
い
で
回
っ
た
り
，
体
を
ぶ
つ
け
合
っ
た
り
し

て
リ
ズ
ム
を
感
じ
る
．
ロ
ッ
ク
か
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
を
選
び
，
友
だ
ち
と
動
き
を
考
え
た
り
グ
ル
ー
プ
で
見
つ
け

た
り
す
る
．
友
だ
ち
の
よ
い
動
き
を
ま
ね
る
．
1曲
ご
と
に
ミ
ニ
発
表
会
を
行
い
，
参
加
型
発
表
会
を
行
い
み
ん

な
で
踊
る
．

記
載
な
し

61
川
村
由
美

20
11

Ⅲ
〈
さ
ら
に
広
が
る
素
材
集
！
〉
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
②

ロ
ッ
ク
の
リ
ズ
ム
で
楽
し
く
踊
ろ
う
！
！

女
子
体
育

53
（
8・

9）
: 9
6-

97
実
践
的
研
究

小
学
校
中
学

年
～
高
等
学

校

①
誰
と
で
も
仲
よ
く
楽
し
く
踊
ろ
う
．
②
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
ろ
う
．
③
友
だ
ち
と
一
緒
に
，
動
き
を
工
夫
し
て

踊
ろ
う
．

教
師
の
リ
ー
ド
，
2人
組
で
，
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
ま
ね
し
て
踊
る
．
楽
し
か
っ
た
動
き
を
中
心
に
2人
組
で
踊

る
．
パ
ー
ト
ナ
ー
を
交
代
し
て
踊
り
，
時
間
や
空
間
，
身
体
に
変
化
を
つ
け
て
踊
る
．
最
後
に
ポ
ー
ズ
を
決
め

る
．
　
4人
組
で
リ
ー
ダ
ー
を
交
代
し
な
が
ら
踊
る
．
4人
の
関
係
に
変
化
を
つ
け
て
踊
る
．
最
後
は
ポ
ー
ズ
を
決

め
る
．
グ
ル
ー
プ
単
位
で
即
興
で
の
交
流
会
を
行
い
，
最
後
は
全
員
で
踊
る
．

記
載
な
し

62
白
井
麻
子

20
11

Ⅲ
〈
さ
ら
に
広
が
る
素
材
集
！
〉
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
③

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
動
き
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
リ
ズ
ム
ダ

ン
ス
へ

女
子
体
育

53
（
8・

9）
: 9
8-

99
実
践
的
研
究

小
学
校
高
学

年
～
社
会
人

「
身
体
で
文
字
を
書
く
」
動
き
を
使
っ
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
格
好
い
い
ダ
ン
ス
に
挑
戦
す
る
．

サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
，
ボ
ッ
ク
ス
ス
テ
ッ
プ
，
ダ
ウ
ン
の
リ
ズ
ム
と
り
と
い
っ
た
基
本
の
ス
テ
ッ
プ
を
行
う
．
ダ
ウ
ン

と
ア
ッ
プ
を
入
れ
た
足
じ
ゃ
ん
け
ん
の
ス
テ
ッ
プ
を
行
う
．
2人
組
に
な
っ
て
片
方
の
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
の
部
位
を

相
手
が
指
示
す
る
方
向
に
音
楽
に
の
っ
て
動
か
す
．
交
代
で
行
う
際
に
16
ビ
ー
ト
や
動
き
の
速
さ
に
変
化
を
つ
け

て
行
う
．
身
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
で
文
字
を
書
き
，
2人
組
で
そ
の
ダ
ン
ス
を
教
え
合
い
，
音
楽
に
合
わ
せ
て

練
習
す
る
．
文
字
の
動
き
に
前
半
の
足
じ
ゃ
ん
け
ん
の
動
き
を
合
わ
せ
る
．
文
字
あ
て
ク
イ
ズ
を
行
う
．
円
形
で

発
表
会
を
行
う
．

記
載
な
し

63
高
田
康

史
・
松
尾

千
秋

20
11

Ⅲ
〈
さ
ら
に
広
が
る
素
材
集
！
〉
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
④

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
　
ス
テ
ッ
プ
集

女
子
体
育

53
（
8・

9）
:

10
0-
10
1
実
践
的
研
究

中
学
生
以
上
記
載
な
し

ボ
ッ
ク
ス
，
ス
マ
ー
フ
，
サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
，
ス
ラ
イ
ド
，
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
，
2ス
テ
ッ
プ
，
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
ン
を

紹
介
．
こ
れ
ら
の
ス
テ
ッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
て
2×
8の
ス
テ
ッ
プ
を
紹
介
．

記
載
な
し

64
小
林
治
雄

20
08

リ
ズ
ム
と
表
現
を
楽
し
む
「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
」
の
授

業
体
育
科
教
育
40
: 4
0-

43
実
践
的
研
究

小
学
校
5年

生

単
元
の
目
標

〈
関
心
・
意
欲
・
態
度
〉
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
の
特
性
に
関
心
を
も
ち
，
仲
間
と
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
る

楽
し
さ
を
共
有
す
る
．

〈
思
考
・
判
断
〉
ダ
ン
ス
の
見
せ
合
い
や
ダ
ン
ス
の
基
礎
練
習
を
通
し
て
，
自
分
や
友
だ
ち
の
動
き
の
よ
さ
に
気

付
く
．

〈
技
能
〉
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
リ
ズ
ム
に
乗
り
，
全
身
を
使
っ
て
踊
る
こ
と
が
で
き
る
．

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
は
，
音
楽
な
し
で
の
ダ
ウ
ン
の
リ
ズ
ム
と
り
（
座
位
）
，
音
楽
あ
り
で
の
ダ
ウ
ン
の
リ

ズ
ム
と
り
（
立
位
）
，
ダ
ウ
ン
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
歩
く
，
ダ
ウ
ン
の
リ
ズ
ム
で
サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
，
ダ
ウ
ン
の

リ
ズ
ム
で
ボ
ッ
ク
ス
ス
テ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
．

よ
い
動
き
の
指
導
（
肘
や
膝
の
使
い
方
）
は
教
師
主
導
で
行
わ
れ
た
．
リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
て
動
け
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
口
伴
奏
を
行
っ
た
．

単
元
4時
間
．
1時
間
目
は
教
師
も
一
緒
に
ダ
ウ
ン
の
リ
ズ
ム
を
意
識
し
て
踊
る
．
2時
間
目
は
２
人
組
で
踊
っ
た

後
，
4～
6人
で
振
り
付
け
を
考
え
な
が
ら
踊
る
．
3時
間
目
も
同
様
に
振
り
付
け
を
考
え
な
が
ら
踊
り
，
ビ
デ
オ

で
そ
れ
を
確
認
す
る
．
4時
間
目
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（
バ
ト
ル
形
式
）
を
行
う
．

形
成
的
授
業
評
価
を
行
い
，
ほ
と
ん

ど
の
項
目
，
時
間
で
2.
8以
上
の
値

を
示
し
て
い
る
．
単
元
前
後
の
ダ
ン

ス
の
意
識
調
査
で
，
単
元
前
8/
28

ダ
ン
ス
が
嫌
い
て
い
た
が
，
単
元
後

28
人
全
員
が
好
き
と
答
え
て
い
る
．

65
渡
邊
浩
幸

20
05

は
じ
め
て
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の
授
業
を
す
る
先
生
へ

体
育
科
教
育
10
: 2
2-

26
実
践
的
研
究

小
学
校
中
学

年

単
元
の
目
標

め
あ
て
①
い
ろ
い
ろ
な
曲
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
く
踊
る
．

め
あ
て
②
1つ
の
曲
を
繰
り
返
し
，
の
り
方
の
工
夫
を
し
て
踊
り
込
む
．

ダ
ン
ス
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
（
体
ほ
ぐ
し
）
を
教
師
主
導
で
行
う
．
さ
ま
ざ
ま
な
曲
に
合
わ
せ
て
2人
組
で
踊

る
．
そ
の
間
，
4つ
の
く
ず
し
を
入
れ
る
よ
う
声
か
け
を
行
う
．
後
半
で
は
1曲
を
く
り
返
し
，
そ
の
曲
や
リ
ズ
ム

の
特
徴
を
生
か
し
た
の
り
方
や
動
き
で
踊
ら
せ
る
．
全
員
で
踊
っ
た
り
，
バ
ト
ル
形
式
で
行
っ
た
り
す
る
交
流
会

を
行
う
．

記
載
な
し

66
井
上
正
司

20
00

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の
授
業
に
挑
む
ー
私
に
も
で
き
た
ダ

ン
ス
の
指
導
ー

体
育
科
教
育
7:
 2
6-
27

実
践
的
研
究

記
載
な
し

記
載
な
し

単
元
8時
間
中
，
前
半
5時
間
は
の
り
や
変
化
（
く
ず
し
）
を
楽
し
ま
せ
る
．
後
半
3時
間
は
，
仲
間
と
と
も
に
動

き
を
工
夫
し
な
が
ら
踊
ら
せ
た
．

一
授
業
で
は
，
導
入
に
体
ほ
ぐ
し
を
行
い
，
そ
の
後
，
グ
ル
ー
プ
で
踊
っ
た
り
，
工
夫
し
た
り
，
見
せ
合
っ
た
り

し
た
．
最
後
は
全
体
で
踊
る
．
学
習
カ
ー
ド
を
用
い
て
友
だ
ち
の
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
を
記
述
さ
せ
伝
え
た
．

記
載
な
し

67
津
田
幸
保

20
13

リ
ズ
ム
ジ
ャ
ン
プ
を
使
っ
た
ダ
ン
ス
指
導

体
育
科
教
育
6:
 4
6-
47

実
践
的
研
究

記
載
な
し

記
載
な
し

基
本
の
ス
テ
ッ
プ
，
ダ
ン
ス
ス
テ
ッ
プ
（
ジ
ャ
ン
プ
ス
テ
ッ
プ
を
ア
レ
ン
ジ
，
一
授
業
に
つ
い
き
4種
類
程
度
）
，

ス
テ
ッ
プ
の
組
み
合
わ
せ
，
発
表
．

単
元
を
10
時
間
で
構
想
し
て
お
り
，
1～
5時
間
は
リ
ズ
ム
に
慣
れ
る
こ
と
，
約
20
種
類
の
ス
テ
ッ
プ
を
学
習
．
6

～
9時
は
グ
ル
ー
プ
で
発
表
用
の
ダ
ン
ス
を
創
作
．
10
時
間
目
に
グ
ル
ー
プ
発
表
．

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
を
動
き
で
は
な
く
リ
ズ
ム
と
い
う
方
向
か
ら
学
習
す
る
指
導
法
で
あ
る
．

記
載
な
し

68
米
川
浩
司

20
14

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
ス
テ
ッ
プ
踏
ん
で
En
jo
yエ
ア
ロ
ビ
ク

ス
ダ
ン
ス
!!

体
育
科
教
育
3:
 5
8-
61

実
践
的
研
究

小
学
校
5年

生

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
ダ
ン
ス
の
動
き
を
楽
し
み
，
自
分
や
友
だ
ち
の
体
を
意
識
し
な
が
ら
動
き
続
け
て
，
「
健
康
的

に
疲
れ
に
く
い
体
を
つ
く
る
こ
と
」

PR
E（
主
観
的
運
動
強
度
）
に
つ
い
て
説
明
．
基
本
と
な
る
ス
テ
ッ
プ
や
腕
の
動
か
し
方
を
市
販
DV
Dや
他
校
の

実
践
か
ら
参
考
に
，
グ
ル
ー
プ
で
動
き
の
パ
タ
ー
ン
を
つ
く
り
実
践
す
る
．
テ
ン
ポ
や
動
き
の
大
き
さ
や
速
さ
，

操
作
す
る
身
体
の
部
位
，
体
重
移
動
等
の
ア
イ
デ
ア
を
加
え
，
さ
ら
に
工
夫
さ
せ
る
．

記
載
な
し

69
池
澤
道
弘

20
01

地
域
の
人
と
と
も
に
創
る
学
校
体
育

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
の
T・
Tで
行
う
リ
ズ
ム
ダ

ン
ス
の
授
業

学
校
体
育

8:
 1
4-
15

実
践
的
研
究

小
学
校
5年

生

リ
ズ
ム
に
慣
れ
る
こ
と
，
ロ
ッ
ク
，
サ
ン
バ
，
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
3種
類
の
リ
ズ
ム
に
の
る
，
自
分
た
ち
の
ダ
ン
ス

を
つ
く
る

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
5年
生
の
保
護
者
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
指
導
経
験
者
）
，
創
作
ダ
ン
ス
部
に
所
属
し
て
い
る
大

学
生
と
し
た
．

・
単
元
計
画

リ
ズ
ム
に
慣
れ
る
た
め
に
ク
ラ
ッ
プ
ダ
ン
ス
や
即
興
表
現
を
行
っ
た
．
ロ
ッ
ク
，
サ
ン
バ
，
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
3種

類
の
リ
ズ
ム
に
の
る
た
め
の
基
本
の
動
き
を
振
り
写
し
し
行
っ
た
．
好
き
な
曲
別
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
，
先
に

学
習
し
た
基
本
の
動
き
を
も
と
に
し
て
自
分
た
ち
の
ダ
ン
ス
を
創
作
し
た
．

記
載
な
し

70
太
田
一
枝

20
00

い
ろ
い
ろ
な
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
自
由
に
思

い
っ
き
り
踊
ろ
う

ー
中
学
校
「
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
」
男
女
共

習
2・
3年
縦
割
り
ク
ラ
ス
で
の
実
践
ー

学
校
体
育

12
: 1
6-

19
実
践
的
研
究

中
学
校
2,
3

年
生
縦
割
り
ク
ラ

ス

ユ
ー
ロ
ビ
ー
ト
，
ロ
ッ
ク
，
サ
ン
バ
，
レ
ゲ
エ
，
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
音
楽
に
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
と
ら
え
て
乗
れ
る

こ
と
，
仲
間
と
関
わ
り
楽
し
く
踊
る
こ
と
．

単
元
の
目
標

①
音
楽
に
の
っ
て
，
体
を
せ
い
い
っ
ぱ
い
使
っ
て
自
由
に
踊
る
こ
と
を
楽
し
む
．

②
い
ろ
い
ろ
な
音
楽
の
リ
ズ
ム
や
特
徴
を
つ
か
ん
で
踊
り
，
簡
単
に
工
夫
し
て
踊
る
こ
と
が
で
き
る
．
③
い
ろ
い

ろ
な
人
と
関
わ
っ
て
踊
る
こ
と
を
通
し
て
，
自
他
の
個
性
を
認
め
，
お
互
い
の
動
き
や
工
夫
の
仕
方
を
理
解
す

る
．

授
業
導
入
で
は
体
ほ
ぐ
し
を
毎
時
間
実
施
し
た
．
そ
の
後
，
先
生
や
リ
ー
ダ
ー
の
動
き
を
ま
ね
し
て
踊
る
，
リ
ズ

ム
の
の
り
方
を
つ
か
み
，
自
由
即
興
で
踊
る
，
リ
ズ
ム
の
の
り
方
の
強
調
と
動
き
の
変
化
を
加
え
，
工
夫
し
た
動

き
で
踊
る
．

記
載
な
し

71
佐
田
壽

子
・
井
上

正
司

20
00

踊
る
こ
と
で
新
し
い
自
分
を
発
見
す
る
, 表
現
・
リ

ズ
ム
ダ
ン
ス
の
学
習

学
校
体
育

12
: 1
2-

15
実
践
的
研
究

〈
佐
田
〉

小
学
校
5年

生 〈
井
上
〉

小
学
校
6年

生

〈
佐
田
〉

表
現
し
た
い
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
を
湧
か
せ
た
り
広
げ
た
り
し
な
が
ら
，
お
も
い
き
り
踊
り
を
楽
し
も
う
と
す
る
．

な
り
き
っ
て
感
じ
を
込
め
て
踊
っ
た
り
イ
メ
ー
ジ
を
す
ば
や
く
動
き
に
変
え
た
り
で
き
る
．

〈
井
上
〉

い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
の
曲
に
の
っ
て
，
思
い
つ
く
ま
ま
に
自
由
に
踊
っ
て
楽
し
も
う
と
す
る
．
グ
ル
ー
プ
で
動
き

や
場
の
使
い
方
を
工
夫
し
て
踊
り
，
グ
ル
ー
プ
同
士
で
見
せ
合
っ
た
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
．

〈
佐
田
〉

表
現
種
目
の
な
か
で
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
実
践
で
あ
る
．
記
述
に
よ
る
学
習
の
振
り
返
り
，
を
あ
げ
て

い
る
．
1曲
目
は
個
々
を
自
由
に
踊
ら
せ
，
2曲
目
は
グ
ル
ー
プ
で
円
に
な
り
，
そ
の
中
心
で
踊
り
た
い
子
が
踊

り
，
そ
の
他
の
子
ど
も
は
そ
の
真
似
を
し
た
．
興
味
や
イ
メ
ー
ジ
を
沸
か
せ
る
た
め
に
子
ど
も
に
人
気
の
あ
る
曲

や
ダ
ン
ス
の
VT
Rを
使
用
し
た
り
，
題
材
の
イ
メ
ー
ジ
を
湧
か
せ
る
の
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ル
タ
や
学
習
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
．

〈
井
上
〉

単
元
6時
間
．
前
半
5時
間
は
の
り
や
く
ず
し
を
楽
し
み
，
後
半
3時
間
は
グ
ル
ー
プ
で
の
動
き
の
工
夫
を
し
て

踊
っ
た
．
学
習
カ
ー
ド
（
ダ
ン
サ
ー
紹
介
カ
ー
ド
）
を
活
用
し
て
い
る
．
体
育
着
で
は
な
く
衣
装
（
私
服
）
を
採

用
．

記
載
な
し

72
金
田
典
子

20
00

一
人
ひ
と
り
が
踊
る
楽
し
さ
を
広
げ
る
表
現
リ
ズ
ム

遊
び
ー
2年
生
「
乗
り
物
で
GO
！
」
の
実
践
を
通
し

て
ー

学
校
体
育

12
: 8
-1
1
実
践
的
研
究

小
学
校
2年

生

リ
ズ
ム
遊
び

軽
快
な
曲
に
合
わ
せ
て
，
思
い
き
り
弾
ん
で
踊
っ
た
り
，
友
だ
ち
と
調
子
よ
く
踊
っ
た
り
し
て
，
り
ず
む
に
の
っ

て
踊
る
こ
と
を
楽
し
む
．

表
現
遊
び

い
ろ
い
ろ
な
乗
り
物
に
変
身
し
て
思
い
つ
く
ま
ま
踊
っ
た
り
，
友
だ
ち
と
一
緒
に
簡
単
な
工
夫
を
し
な
が
ら
踊
っ

た
り
し
て
，
な
り
き
っ
て
踊
る
こ
と
を
楽
し
む
．

単
元
5時
間
．
1時
間
の
前
半
に
リ
ズ
ム
遊
び
，
後
半
に
表
現
遊
び
を
位
置
づ
け
る
．
1時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
，
2～
３
曲
の
メ
ド
レ
ー
で
踊
る
．
変
身
し
た
い
乗
り
物
に
な
り
自
由
に
踊
る
．
2～
4時
間
目
は
友
だ
ち

と
楽
し
く
踊
る
た
め
の
約
束
を
確
認
し
た
後
，
始
め
は
教
師
が
ジ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ッ
プ
な
ど
の
優
し
い
動
き
で

リ
ー
ド
し
た
り
，
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
遊
び
を
取
り
入
れ
た
後
，
2人
組
で
リ
ズ
ム
遊
び

を
す
る
．
表
現
を
遊
び
を
す
る
．
共
通
の
テ
ー
マ
の
乗
り
物
を
み
ん
な
で
踊
る
，
2～
4人
組
で
変
身
し
た
い
乗
り

物
に
な
り
，
自
由
に
踊
る
．
メ
ド
レ
ー
形
式
で
見
せ
合
っ
て
，
感
じ
を
確
か
め
合
う
．
5時
間
目
は
誰
と
で
も
リ
ズ

ム
遊
び
を
す
る
．
好
き
な
乗
り
物
に
な
り
，
友
だ
ち
と
自
由
に
踊
る
．
メ
ド
レ
ー
形
式
で
見
せ
合
っ
て
発
表
を
す

る
．

記
載
な
し
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